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(57)【要約】
【課題】シャッター側制御装置の設定を変更することな
く、シャッターカーテンの状態を少なくとも３つ以上の
状態に切り替えることが可能になることが可能になる、
シャッター側制御装置、及びシャッターの制御システム
を提供すること。
【解決手段】シャッターカーテン３０の状態を切り替え
るための制御を行うシャッター側制御装置８０であって
、相互に状態が異なる少なくとも３つ以上の状態情報の
中から、切替対象候補となる状態情報であって所定方法
によりいずれか１つ指定された状態情報を含む制御信号
を中央制御装置１００から受信する通信部を備え、通信
部にて受信された制御信号に含まれる状態情報に基づい
て、シャッターカーテン３０の状態を、少なくとも３つ
以上の状態のうち所定方法により指定された状態情報に
対応する状態に切り替えるように、当該シャッターカー
テン３０の制御を行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物の開口部の開閉を行うためのシャッターカーテンの状態を切り替えるための制御を
行うシャッター側制御装置であり、中央制御装置との間で通信可能に接続されたシャッタ
ー側制御装置であって、
　シャッターカーテンの状態を特定する状態情報であって、相互に状態が異なる少なくと
も３つ以上の状態情報の中から、切替対象候補となる前記状態情報であって所定方法によ
りいずれか１つ指定された前記状態情報を含む制御信号を前記中央制御装置から受信する
通信手段を備え、
　前記通信手段にて受信された前記制御信号に含まれる前記状態情報に基づいて、前記シ
ャッターカーテンの状態を、前記少なくとも３つ以上の状態のうち前記所定方法により指
定された前記状態情報に対応する状態に切り替えるように、当該シャッターカーテンの制
御を行う、
　シャッター側制御装置。
【請求項２】
　前記少なくとも３つ以上の状態は、前記シャッターカーテンによって前記開口部を全閉
した全閉状態と、前記シャッターカーテンによって当該開口部を全開した全開状態と、前
記全閉状態とも前記全開状態とも異なる非全開閉状態とを含み、
　前記通信手段にて受信された前記制御信号に含まれる前記状態情報に基づいて、前記シ
ャッターカーテンの状態が、当該シャッターカーテンを制御するための基準となる基準状
態から所望の前記非全開閉状態に切り替えられるまでに要する当該シャッターカーテンの
作動時間を特定する作動時間特定手段と、
　前記シャッターカーテンの状態が前記基準状態であるか否かを判定する第１判定手段と
、を備え、
　前記通信手段にて前記制御信号が受信された場合において、前記第１判定手段によって
前記シャッターカーテンの状態が前記基準状態でないと判定された場合には、当該シャッ
ターカーテンの状態が当該基準状態であると判定されるまで、当該シャッターカーテンの
状態が当該基準状態となるように、当該シャッターカーテンの制御を行い、当該シャッタ
ーカーテンの状態が当該基準状態であると判定されると、前記作動時間特定手段にて特定
された前記作動時間に基づいて、当該シャッターカーテンの状態が当該基準状態から前記
所望の非全開閉状態になるように、当該シャッターカーテンの制御を行い、
　前記通信手段にて前記制御信号が受信された場合において、前記第１判定手段によって
前記シャッターカーテンの状態が前記基準状態であると判定された場合には、前記作動時
間特定手段にて特定された前記作動時間に基づいて、当該シャッターカーテンの状態が当
該基準状態から前記所望の非全開閉状態になるように、当該シャッターカーテンの制御を
行う、
　請求項１に記載のシャッター側制御装置。
【請求項３】
　前記基準状態は、前記全閉状態である、
　請求項２に記載のシャッター側制御装置。
【請求項４】
　前記シャッターカーテンの種類を特定する種類情報の設定指示を受け付ける操作手段と
、
　前記操作手段を介して前記種類情報の設定指示が受け付けられた場合に、当該受け付け
られた前記種類情報を設定する設定手段と、を備え、
　前記作動時間特定手段は、
　前記設定手段にて設定された前記種類情報と、前記通信手段にて受信された前記制御信
号に含まれる前記状態情報とに基づいて、前記作動時間を特定する、
　請求項２又は３に記載のシャッター側制御装置。
【請求項５】
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　前記通信手段にて前記制御信号が受信された場合には、当該制御信号に含まれる前記状
態情報が前記設定手段にて設定された前記種類情報に対応する情報であるか否かを判定す
る第２判定手段を備え、
　前記第２判定手段によって前記制御信号に含まれる前記状態情報が前記種類情報に対応
する情報であると判定された場合には、当該制御信号に基づいて前記シャッターカーテン
の制御を行い、
　前記第２判定手段によって前記制御信号に含まれる前記状態情報が前記種類情報に対応
する情報でないと判定された場合には、当該制御信号に基づいて前記シャッターカーテン
の制御を行わない、
　請求項４に記載のシャッター側制御装置。
【請求項６】
　前記通信手段は、
　前記操作手段を介して前記種類情報の設定指示が受け付けられた場合に、当該種類情報
を含む報知信号を前記中央制御装置に送信する、
　請求項４又は５に記載のシャッター側制御装置。
【請求項７】
　建物の開口部の開閉を行うためのシャッターカーテンの状態を切り替えるための制御を
行う制御システムであって、
　前記シャッターカーテンの制御を行うシャッター側制御装置と、
　前記シャッター側制御装置との間で通信可能に接続された中央制御装置と、を備え、
　前記中央制御装置は、
　前記シャッターカーテンの状態を特定する状態情報であって、相互に状態が異なる少な
くとも３つ以上の状態情報を格納する状態情報格納手段と、
　前記状態情報格納手段に格納された前記少なくとも３つ以上の状態情報の中から、切替
対象候補となる前記状態情報が所定方法によりいずれか１つ指定された場合、当該指定さ
れた前記状態情報を含む制御信号を前記シャッター側制御装置に送信する第１通信手段と
、を備え、
　前記シャッター側制御装置は、
　前記第１通信手段から送信された前記制御信号を受信する第２通信手段を備え、
　前記第２通信手段にて受信された前記制御信号に含まれる前記状態情報に基づいて、前
記シャッターカーテンの状態を、前記少なくとも３つ以上の状態のうち前記所定方法によ
り指定された前記状態情報に対応する状態に切り替えるように、当該シャッターカーテン
の制御を行う、
　シャッターの制御システム。
【請求項８】
　前記中央制御装置との間で通信可能に接続された端末装置と、を備え、
　前記シャッター側制御装置の前記第２通信手段は、
　前記シャッターカーテンの種類を特定する第１種類情報の設定指示が操作手段を介して
受け付けられた場合に、当該第１種類情報を含む報知信号を前記中央制御装置に送信し、
　前記端末装置は、
　前記中央制御装置から送信された前記報知信号を受信する第３通信手段と、
　前記第３通信手段にて前記報知信号が受信された場合に、当該報知信号に含まれる前記
第１種類情報に応じた当該端末装置の出力手段に関する出力制御を行うための第２種類情
報を設定する設定手段と、を備え、
　前記設定手段にて設定された前記第２種類情報に基づいて、前記出力手段の出力制御を
行う、
　請求項７に記載のシャッターの制御システム。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、シャッター側制御装置、及びシャッターの制御システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、住宅内の電気製品を管理するホームオートメーション（ＨＡ）システムを利用し
て、住宅に設置されたシャッターの制御を行う技術の一つとして、ＨＡシステムのコント
ローラからエアコンアダプタを介して動作信号を受信し、当該受信した動作信号に基づい
てブラインドシャッターのスラットを上昇あるいは下降させる制御装置が提案されている
（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　ここで、このエアコンアダプタが日本電機工業会（ＪＥＭ）規格に基づいて形成されて
いるので、ＨＡシステムのコントローラは、ブラインドシャッターのスラットを上昇させ
るための動作信号又は当該スラットを下降させるための動作信号、つまり、ブラインドシ
ャッターの状態を２つの状態のいずれかに切り替えるための動作信号のみしか、エアコン
アダプタを介して制御装置に送ることができない。このため、制御装置は、これら動作信
号に基づいてブラインドシャッターのスラットを上昇あるいは下降させることのみの制御
、すなわち、シャッターカーテンの状態を２つの状態に切り替える制御のみしかできず、
３つ以上の状態に切り替える制御を行うことができなかった。そこで、このような問題を
解消する技術として、ＪＥＭ規格に準拠したＨＡシステムを利用して、シャッターカーテ
ンの状態を３つ以上の状態に切り替える制御を行うことができる制御装置が提案されてい
る（例えば、特許文献２参照）。この制御装置は、例えば、シャッターカーテンの開閉指
示を行うコントローラからＨＡシステムを介してＨＡ制御信号を受信する受信手段と、Ｈ
Ａ制御信号に含まれるシャッターカーテンを開く指示に対応する状態と、シャッターカー
テンを閉じる指示に対応する状態とを設定する設定手段と、シャッターカーテンの状態が
、設定手段によって設定された上記シャッターカーテンを開く指示又は閉じる指示に対応
する状態になるように、シャッターカーテンを駆動する駆動部を制御する駆動部制御手段
とを備えている。また、設定手段によるシャッターカーテンを閉じる指示に対応する状態
の設定については、表示部に表示された状態であって、シャッターカーテンが全閉してい
る状態に対応可能な複数の状態の中から１つの状態をボタン操作によって任意に選択し、
当該選択した状態を当該指示に対応する状態として設定できる。また、設定手段によるシ
ャッターカーテンを開く指示に対応する状態の設定については、表示部に表示された状態
であって、シャッターカーテンが全閉している状態以外の状態に対応可能な複数の状態の
中から１つの状態をボタン操作によって任意に選択し、当該選択した状態を当該指示に対
応する状態として設定できる。この制御装置によれば、コントローラから送られるＨＡ制
御信号がシャッターカーテンを開く指示又は閉じる指示のいずれかを含む信号であっても
、シャッターカーテンを閉じる指示又は開く指示に対応づけた状態を設定手段によって設
定変更することにより、シャッターカーテンの状態を３つ以上の状態に切り替えることが
できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平３－１７３８５号公報
【特許文献２】特開２０１５－１００００７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献２に記載の従来の制御装置においては、シャッターカーテ
ンの状態を３つ以上の状態に切り替えるためには、上記設定手段による設定変更を行う必
要があるので、当該設定変更の作業に手間を要するという問題があった。
【０００６】
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　本発明は、上記従来技術における課題を解決するためのものであって、制御装置如きシ
ャッター側制御装置の設定を変更することなく、シャッターカーテンの状態を少なくとも
３つ以上の状態に切り替えることが可能になる、シャッター側制御装置、及びシャッター
の制御システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、請求項１に記載のシャッター側制御装
置は、建物の開口部の開閉を行うためのシャッターカーテンの状態を切り替えるための制
御を行うシャッター側制御装置であり、中央制御装置との間で通信可能に接続されたシャ
ッター側制御装置であって、シャッターカーテンの状態を特定する状態情報であって、相
互に状態が異なる少なくとも３つ以上の状態情報の中から、切替対象候補となる前記状態
情報であって所定方法によりいずれか１つ指定された前記状態情報を含む制御信号を前記
中央制御装置から受信する通信手段を備え、前記通信手段にて受信された前記制御信号に
含まれる前記状態情報に基づいて、前記シャッターカーテンの状態を、前記少なくとも３
つ以上の状態のうち前記所定方法により指定された前記状態情報に対応する状態に切り替
えるように、当該シャッターカーテンの制御を行う。
【０００８】
　請求項２に記載のシャッター側制御装置は、請求項１に記載のシャッター側制御装置に
おいて、前記少なくとも３つ以上の状態は、前記シャッターカーテンによって前記開口部
を全閉した全閉状態と、前記シャッターカーテンによって当該開口部を全開した全開状態
と、前記全閉状態とも前記全開状態とも異なる非全開閉状態とを含み、前記通信手段にて
受信された前記制御信号に含まれる前記状態情報に基づいて、前記シャッターカーテンの
状態が、当該シャッターカーテンを制御するための基準となる基準状態から所望の前記非
全開閉状態に切り替えられるまでに要する当該シャッターカーテンの作動時間を特定する
作動時間特定手段と、前記シャッターカーテンの状態が前記基準状態であるか否かを判定
する第１判定手段と、を備え、前記通信手段にて前記制御信号が受信された場合において
、前記第１判定手段によって前記シャッターカーテンの状態が前記基準状態でないと判定
された場合には、当該シャッターカーテンの状態が当該基準状態であると判定されるまで
、当該シャッターカーテンの状態が当該基準状態となるように、当該シャッターカーテン
の制御を行い、当該シャッターカーテンの状態が当該基準状態であると判定されると、前
記作動時間特定手段にて特定された前記作動時間に基づいて、当該シャッターカーテンの
状態が当該基準状態から前記所望の非全開閉状態になるように、当該シャッターカーテン
の制御を行い、前記通信手段にて前記制御信号が受信された場合において、前記第１判定
手段によって前記シャッターカーテンの状態が前記基準状態であると判定された場合には
、前記作動時間特定手段にて特定された前記作動時間に基づいて、当該シャッターカーテ
ンの状態が当該基準状態から前記所望の非全開閉状態になるように、当該シャッターカー
テンの制御を行う。
【０００９】
　請求項３に記載のシャッター側制御装置は、請求項２に記載のシャッター側制御装置に
おいて、前記基準状態は、前記全閉状態である。
【００１０】
　請求項４に記載のシャッター側制御装置は、請求項２又は３に記載のシャッター側制御
装置において、前記シャッターカーテンの種類を特定する種類情報の設定指示を受け付け
る操作手段と、前記操作手段を介して前記種類情報の設定指示が受け付けられた場合に、
当該受け付けられた前記種類情報を設定する設定手段と、を備え、前記作動時間特定手段
は、前記設定手段にて設定された前記種類情報と、前記通信手段にて受信された前記制御
信号に含まれる前記状態情報とに基づいて、前記作動時間を特定する。
【００１１】
　請求項５に記載のシャッター側制御装置は、請求項４に記載のシャッター側制御装置に
おいて、前記通信手段にて前記制御信号が受信された場合には、当該制御信号に含まれる
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前記状態情報が前記設定手段にて設定された前記種類情報に対応する情報であるか否かを
判定する第２判定手段を備え、前記第２判定手段によって前記制御信号に含まれる前記状
態情報が前記種類情報に対応する情報であると判定された場合には、当該制御信号に基づ
いて前記シャッターカーテンの制御を行い、前記第２判定手段によって前記制御信号に含
まれる前記状態情報が前記種類情報に対応する情報でないと判定された場合には、当該制
御信号に基づいて前記シャッターカーテンの制御を行わない。
【００１２】
　請求項６に記載のシャッター側制御装置は、請求項４又は５に記載のシャッター側制御
装置において、前記通信手段は、前記操作手段を介して前記種類情報の設定指示が受け付
けられた場合に、当該種類情報を含む報知信号を前記中央制御装置に送信する。
【００１３】
　請求項７に記載のシャッターの制御システムは、建物の開口部の開閉を行うためのシャ
ッターカーテンの状態を切り替えるための制御を行う制御システムであって、前記シャッ
ターカーテンの制御を行うシャッター側制御装置と、前記シャッター側制御装置との間で
通信可能に接続された中央制御装置と、を備え、前記中央制御装置は、前記シャッターカ
ーテンの状態を特定する状態情報であって、相互に状態が異なる少なくとも３つ以上の状
態情報を格納する状態情報格納手段と、前記状態情報格納手段に格納された前記少なくと
も３つ以上の状態情報の中から、切替対象候補となる前記状態情報が所定方法によりいず
れか１つ指定された場合、当該指定された前記状態情報を含む制御信号を前記シャッター
側制御装置に送信する第１通信手段と、を備え、前記シャッター側制御装置は、前記第１
通信手段から送信された前記制御信号を受信する第２通信手段を備え、前記第２通信手段
にて受信された前記制御信号に含まれる前記状態情報に基づいて、前記シャッターカーテ
ンの状態を、前記少なくとも３つ以上の状態のうち前記所定方法により指定された前記状
態情報に対応する状態に切り替えるように、当該シャッターカーテンの制御を行う。
【００１４】
　請求項８に記載のシャッターの制御システムは、請求項７に記載のシャッターの制御シ
ステムにおいて、前記中央制御装置との間で通信可能に接続された端末装置と、を備え、
前記シャッター側制御装置の前記第２通信手段は、前記シャッターカーテンの種類を特定
する第１種類情報の設定指示が操作手段を介して受け付けられた場合に、当該第１種類情
報を含む報知信号を前記中央制御装置に送信し、前記端末装置は、前記中央制御装置から
送信された前記報知信号を受信する第３通信手段と、前記第３通信手段にて前記報知信号
が受信された場合に、当該報知信号に含まれる前記第１種類情報に応じた当該端末装置の
出力手段に関する出力制御を行うための第２種類情報を設定する設定手段と、を備え、前
記設定手段にて設定された前記第２種類情報に基づいて、前記出力手段の出力制御を行う
。
【発明の効果】
【００１５】
　請求項１に記載のシャッター側制御装置、及び請求項７に記載のシャッターの制御シス
テムによれば、通信手段にて受信された制御信号に含まれる状態情報に基づいて、シャッ
ターカーテンの状態を、少なくとも３つ以上の状態のうち、中央制御装置の状態情報格納
手段に格納された少なくとも３つ以上の状態情報の中から所定方法により指定された状態
情報に対応する状態に切り替えるように、シャッターカーテンの制御を行うので、シャッ
ター側制御装置の設定を変えることなく、シャッターカーテンの状態を少なくとも３つ以
上の状態に切り替えることができるので、従来技術に比べて、ユーザのニーズに応じたシ
ャッターの制御を簡易に行うことが可能となる。
【００１６】
　請求項２に記載のシャッター側制御装置によれば、通信手段にて制御信号が受信された
場合において、第１判定手段によってシャッターカーテンの状態が基準状態でないと判定
された場合には、当該シャッターカーテンの状態が当該基準状態であると判定されるまで
、当該シャッターカーテンの状態が当該基準状態となるように、当該シャッターカーテン
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の制御を行い、当該シャッターカーテンの状態が当該基準状態であると判定されると、作
動時間特定手段にて特定された作動時間に基づいて、当該シャッターカーテンの状態が当
該基準状態から所望の非全開閉状態になるように、当該シャッターカーテンの制御を行い
、通信手段にて制御信号が受信された場合において、第１判定手段によってシャッターカ
ーテンの状態が基準状態であると判定された場合には、作動時間特定手段にて特定された
作動時間に基づいて、当該シャッターカーテンの状態が当該基準状態から所望の非全開閉
状態になるように、当該シャッターカーテンの制御を行うので、シャッターカーテンの状
態を検知するための特殊なセンサの検知結果に基づいて、シャッターカーテンの状態を所
望の非全開閉状態に切り替える場合に比べて、当該特殊なセンサを設けることなく、シャ
ッターカーテンの状態を所望の非全開閉状態に切り替えることができ、シャッター側制御
装置の設置コストを低減することが可能となる。
【００１７】
　請求項３に記載のシャッター側制御装置によれば、基準状態が全閉状態であるので、第
１判定手段によってシャッターカーテンの状態が全閉状態であると判定された場合に、作
動時間特定手段にて特定された作動時間に基づいて、シャッターカーテンの状態が全閉状
態から所望の非全開閉状態になるように、シャッターカーテンを単に開放方向に向けて移
動させるだけであることから、基準状態が非全開閉状態である場合におけるシャッターカ
ーテンの制御に比べて、シャッターカーテンの制御を簡易に行うことが可能となる。
【００１８】
　請求項４に記載のシャッター側制御装置によれば、作動時間特定手段が、設定手段にて
設定された種類情報と、通信手段にて受信された制御信号に含まれる状態情報とに基づい
て、作動時間を特定するので、シャッターカーテンの種類が複数ある場合でも、制御対象
としたいシャッターカーテンの種類に応じた作動時間を特定でき、当該シャッターカーテ
ンの種類に応じたシャッターの制御を正確に行うことが可能となる。
【００１９】
　請求項５に記載のシャッター側制御装置によれば、第２判定手段によって制御信号に含
まれる状態情報が種類情報に対応する情報であると判定された場合には、当該制御信号に
基づいてシャッターカーテンの制御を行い、第２判定手段によって制御信号に含まれる状
態情報が種類情報に対応する情報でないと判定された場合には、当該制御信号に基づいて
シャッターカーテンの制御を行わないので、シャッターカーテンの種類が複数ある場合で
も、制御対象としたいシャッターカーテンの種類に応じた制御信号のみに基づいてシャッ
ターカーテンの制御を行うことができる。よって、例えば、シャッター側制御装置の設定
と対応していない装置から、制御対象としないシャッターカーテンの種類に対応する制御
信号が受信された場合でも、当該制御信号に基づいてシャッターカーテンの制御を行うこ
とができないので、シャッターカーテンの誤操作を防止することが可能となる。
【００２０】
　請求項６に記載のシャッター側制御装置によれば、通信手段は、操作手段を介して種類
情報の設定指示が受け付けられた場合に、当該種類情報を含む報知信号を中央制御装置に
送信するので、中央制御装置に対してシャッター側制御装置で設定された種類情報を送信
できる。よって、例えば、中央制御装置又は当該中央制御装置に通信可能に接続された端
末装置において、制御対象としたいシャッターカーテンの種類に応じた制御を行うことが
可能となる。
【００２１】
　請求項８に記載のシャッターの制御システムによれば、端末装置は、設定手段にて設定
された第２種類情報に基づいて、出力手段の出力制御を行うので、シャッターカーテンの
種類が複数ある場合でも、制御対象としたいシャッターカーテンの種類に応じた端末装置
の出力手段の出力制御を行うことができ、例えば、端末装置の操作時において、制御対象
としたいシャッターカーテンの種類に応じた情報のみを出力手段に表示させることで、端
末装置の操作性を向上させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
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【００２２】
【図１】本発明の実施の形態に係る管理システムを概念的に示す図である。
【図２】スクリーン式のシャッターカーテンの状態を示す正面図であり、（ａ）は全閉状
態を示す図、（ｂ）は半開状態を示す図、（ｃ）は全開状態を示す図である。
【図３】ブラインド式のシャッターカーテンの状態を示す縦断面図であり、（ａ）は全閉
状態を示す図、（ｂ）、（ｃ）はスラット傾斜状態を示す図、（ｄ）はスラット傾斜状態
及び半開状態を示す図、（ｅ）全開状態を示す図である。
【図４】スリット式のシャッターカーテンの状態を示す正面図であり、（ａ）は全閉状態
を示す図、（ｂ）、（ｃ）はスリット開放状態を示す図である。
【図５】シャッター側制御装置の電気的構成を示したブロック図である。
【図６】第１制御情報テーブルの構成例を示す図である。
【図７】中央制御装置の電気的構成を示したブロック図である。
【図８】状態情報テーブルの構成例を示す図である。
【図９】端末装置の電気的構成を示したブロック図である。
【図１０】指定情報テーブルの構成例を示す図である。
【図１１】第２制御情報テーブルの構成例を示す図である。
【図１２】設定処理のフローチャートである。
【図１３】中央制御装置における切替処理のフローチャートである。
【図１４】シャッター側制御装置における切替処理のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下に添付図面を参照して、この発明に係るシャッター側制御装置及びシャッターの制
御システムの実施の形態を詳細に説明する。まず、〔I〕実施の形態の基本的概念につい
て説明した後、〔II〕実施の形態の具体的内容について説明し、最後に、〔III〕実施の
形態に対する変形例について説明する。ただし、実施の形態によって本発明が限定される
ものではない。
【００２４】
〔I〕実施の形態の基本的概念
　まず、実施の形態の基本的概念について説明する。実施の形態は、概略的に、建物の開
口部の開閉を行うためのシャッターカーテンの状態を切り替えるための制御を行うシャッ
ター側制御装置、及びシャッターの制御システムに関するものである。
【００２５】
　ここで、「建物」とは、その具体的な構造や種類は任意であるが、例えば、戸建て住宅
、アパートやマンションの如き集合住宅、オフィスビル、商業施設、及び公共施設等を含
む概念である。また、「建物の開口部」とは、建物の躯体の一部分（例えば、壁、天井、
又は床等）において窓や入り口を設置するために形成された開口部である。また、「シャ
ッター」とは、防犯や防火のために、建物の開口部に取り付けられる巻上げ戸であり、例
えば、電動式の窓シャッター等のシャッターカーテンを電動駆動可能な全ての形式のシャ
ッターを含む概念である。また、シャッターの開閉方向は任意であり、例えば上下方向、
左右方向等を含む概念である。また、シャッターカーテンの種類は任意であり、例えば、
「スクリーン式のシャッターカーテン」、「ブラインド式のシャッターカーテン」、「ス
リット式のシャッターカーテン」等を含む概念である。また、「シャッターカーテンの状
態」とは、例えば、シャッターカーテンによって開口部を全閉した「全閉状態」と、シャ
ッターカーテンによって開口部を全開した「全開状態」と、全閉状態とも全開状態とも異
なる「非全開閉状態」とを含む概念である。ここで、「全閉」とは、開口部を隙間なく閉
じることを意味する。また、「非全開閉状態」とは、「半開状態」、「スラット傾斜状態
」、「スリット開放状態」を意味するが、例えば、上記３つのシャッターカーテン以外の
他の種類のシャッターカーテンが適用される場合には、「半開状態」、「スラット傾斜状
態」、及び「スリット開放状態」以外の状態も含み得るものとする。また、「半開状態」
とは、シャッターカーテンによって、開口部の一部を開いて、当該開口部の他の一部を閉
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じている状態を意味し、例えば、開口部を０％より大きく１００％未満の範囲で開いた状
態を含む概念である。また、「スラット傾斜状態」とは、ブラインド式のシャッターカー
テンの後述するスラットを閉鎖方向（実施の形態では、「上下方向」とする）に対して非
平行にした状態にすることを意味し、例えば、後述するスラットを０度よりも大きく９０
度以下の範囲（ここで、スラットの傾斜角は、閉鎖方向とスラットとがなす角度を意味し
スラットが閉鎖方向と平行となる角度を０度とする）で傾斜させた状態を含む概念である
。また、「スリット開放状態」とは、スリット式のシャッターカーテンの後述するスリッ
トを外部に開放していることを意味し、例えば、後述するスリットを０％より大きく１０
０％以下の範囲で開放させた状態を含む概念である。また、これら「半開状態」、「スラ
ット傾斜状態」、及び「スリット開放状態」は、シャッターカーテンの種類に応じて組み
合わせることができ、例えば、ブラインド式のシャッターカーテンの場合には、「半開状
態」及び「スラット傾斜状態」を組み合わせることができ、スリット式のシャッターカー
テンの場合には、「半開状態」及び「スリット開放状態」を組み合わせることができる。
以下、実施の形態では、シャッターが、戸建て住宅の如き建物の壁であって窓を有する壁
に設けられた上下開閉式且つ電動式の窓シャッターである場合について説明する。
【００２６】
〔II〕実施の形態の具体的内容
　次に、実施の形態の具体的内容について説明する。
【００２７】
（構成）
　最初に、実施の形態に係るシャッター側制御装置が適用される管理システムの構成につ
いて説明する。以下の説明では、図１のＸ方向をシャッターの左右方向（＋Ｘ方向をシャ
ッターの左方向、－Ｘ方向をシャッターの右方向）、図３のＹ方向をシャッターの前後方
向（＋Ｙ方向をシャッターの前方向（建物の外側の方向）、－Ｙ方向をシャッターの後方
向（建物の内側の方向））、図１のＺ方向をシャッターの上下方向（＋Ｚ方向をシャッタ
ーの上方向、－Ｚ方向をシャッターの下方向）と称する。
【００２８】
　図１に示すように、管理システム７０は、シャッター１の管理を行うためのシステムで
あり、概略的に、シャッター１、シャッター側制御装置８０、中継装置９０、中央制御装
置１００、及び端末装置１１０を備えて構成されている。ここで、この管理システム７０
の構成については、具体的には、中央制御装置１００が１台設けられ、この１台の中央制
御装置１００に対して、シャッター１、シャッター側制御装置８０、及び中継装置９０か
らなる組が少なくとも１つ以上設けられていると共に、端末装置１１０が少なくとも１台
以上設けられている。ただし、この管理システム７０の構成については、上述した構成に
限られず、例えば、この１台の中央制御装置１００に対して、これら組及び装置に加えて
、シャッター１に関する装置以外の装置からなる組を少なくとも１つ以上設けることで、
中央制御装置１００が当該組に関する制御も行ってもよい。ここで、「シャッター１に関
連する装置以外の装置からなる組」とは、例えば、太陽光電池パネル（図示省略）、分電
盤（図示省略）、及び中継装置（図示省略）からなる組や、照明器具等の家電機器（図示
省略）、及び中継装置（図示省略）からなる組等が該当する。以下、実施の形態では、管
理システム７０においては、１台の中央制御装置１００に対して、シャッター１、シャッ
ター側制御装置８０、及び中継装置９０からなる組が１つ設けられると共に、１台の端末
装置１１０が設けられているものとして説明する。また、実施の形態における後述するシ
ャッターカーテン３０においては、「スクリーン式のシャッターカーテン３０」、「ブラ
インド式のシャッターカーテン３０」、「スリット式のシャッターカーテン３０」のいず
れも適用可能であることから、以下の説明では、これら３つのシャッターカーテン３０の
それぞれが適用された場合を想定して説明する。なお、上述した「シャッター側制御装置
８０」、「中央制御装置１００」、及び「端末装置１１０」は、特許請求の範囲の「制御
システム」を構成する構成要素に対応する。
【００２９】
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　また、この管理システム７０のうち、シャッター側制御装置８０、中継装置９０、中央
制御装置１００、及び端末装置１１０の設置位置については任意であるが、実施の形態に
おいては、シャッター側制御装置８０及び端末装置１１０は、建物の壁において、建物に
いる人が操作可能な位置（例えば、建物の床面から１ｍ程度離れた位置等）に設置されて
おり、中継装置９０及び中央制御装置１００は、建物の壁又は天井に設置されている。
【００３０】
　また、各装置の接続形態については、以下に示す通りに設定されている。具体的には、
後述する電源装置６０は、３本の電源線（図示省略）を有する第１ケーブル３を介して商
用電源と接続され、３本の電源線（図示省略）を有する第２ケーブル４を開閉機４０を介
して接続され、且つ、２本の電源線（図示省略）を有する第３ケーブル５を介して後述す
るシャッター側制御装置８０と接続されている。また、シャッター側制御装置８０は、２
本の信号線（図示省略）及び２本の電源線（図示省略）を有する第４ケーブル６を介して
後述する開閉機４０と接続されていると共に、２本の信号線（図示省略）及び２本の電源
線（図示省略）を有する第５ケーブル７を介して中継装置９０と接続されている。また、
中央制御装置１００は、少なくとも１本以上の信号線（図示省略）を有する第６ケーブル
８を介して中継装置９０と接続されていると共に、少なくとも１本以上の信号線（図示省
略）を有する第７ケーブル９を介して端末装置１１０と接続されている。このような接続
により、シャッター側制御装置８０と、開閉機４０又は中継装置９０との相互間で通信及
び電力供給を行うことができると共に、中央制御装置１００と、中継装置９０又は端末装
置１１０との相互間で通信を行うことができる。また、第５ケーブル７、第６ケーブル８
、及び第７ケーブル９の各々に含まれる信号線が、ホームエネルギーマネジメントシステ
ム（ＨＥＭＳ）の通信規格（例えば、ＥＣＨＯＮＥＴ　Ｌｉｔｅ（登録商標）規格等）に
準拠した信号線を用いて構成されているので、従来のＪＥＭ規格に準拠した信号線に比べ
て、シャッター側制御装置８０が中央制御装置１００から送信された後述する制御信号に
基づいて複雑な制御を行うことが可能となる。なお、この中央制御装置１００は、第６ケ
ーブル８を介して中継装置９０と接続されていると共に、第７ケーブル９を介して端末装
置１１０と接続されていると説明したが、これに限られない。例えば、第６ケーブル８及
び第７ケーブル９が電源線を有していないことから、第６ケーブル８及び第７ケーブル９
を省略して、中継装置９０と中央制御装置１００との相互間、又は中央制御装置１００と
端末装置１１０との相互間で、無線にて通信を行ってもよい。
【００３１】
（構成－シャッター）
　このシャッター１は、枠体１０、シャッター収納部２０、シャッターカーテン３０、開
閉機４０、第１検知部５０、第２検知部５１、電源装置６０、及び巻取り軸（図示省略）
を備えて構成されている。このシャッター１は、上述のように窓シャッターであって、図
１に示すように、建物の躯体（図示省略）に形成された開口部２には窓（図示省略）が設
けられており、この開閉式の窓（図示省略）の屋外側にシャッターカーテン３０が設けら
れている。このため、シャッターカーテン３０は、開口部２を、当該開口部２の開口面内
ではなく当該開口部２の開口面よりも屋外側において開閉することになるが、このような
開閉であっても、開口部２を介した人や物の出入りを制限するための開閉を行う点におい
て同様であるため、「開口部２を開閉する」ものとして説明する。ただし、窓には公知の
開閉式のサッシ窓等を採用することができるので、その説明は省略する。
【００３２】
（構成－シャッター－枠体）
　枠体１０は、建物の躯体に形成された開口部２に設けられるものである。この枠体１０
は、複数の枠材を相互に組み合わせることによって構成されている。具体的には、複数の
枠材は、左縦枠１１、右縦枠１２、及び下枠１３から構成されている。そして、これら左
縦枠１１、右縦枠１２、及び下枠１３は、それぞれ開口部２の周縁における建物の躯体の
外面に公知の方法で直接的に固定されている。
【００３３】
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　また、左縦枠１１と右縦枠１２の各々には、ガイドレール（図示省略）が設けられてい
る。ガイドレールは、シャッターカーテン３０を開口部２の開閉方向（実施の形態におい
ては、上下方向）に沿って移動するように案内するものである。このガイドレールは、横
断面形状が略コ字状となるように形成された長尺体であり、左縦枠１１又は右縦枠１２の
前面（実施の形態においては、建物の躯体の外面）において、当該ガイドレールの長手方
向が左縦枠１１と右縦枠１２の長手方向に略沿う方向で配置され、左縦枠１１又は右縦枠
１２に対して固定具等によって固定されている。
【００３４】
（構成－シャッター－シャッター収納部）
　シャッター収納部２０は、シャッター１の各部を収納するための中空体であり、建物に
おける開口部２の上端近傍位置に取り付けられている。このシャッター収納部２０の内部
には、開閉機４０、第１検知部５０、第２検知部５１、電源装置６０、及び巻取り軸が収
納されている。この巻取り軸にてシャッターカーテン３０が巻装されている状態では、シ
ャッターカーテン３０も、シャッター収納部２０の内部に収納される。このシャッター収
納部２０は、例えば、折り曲げ成形された複数のスチール製の板状体を、ビスや取付ネジ
等の取付具によって相互に接続して形成することができる。
【００３５】
（構成－シャッター－シャッターカーテン）
　シャッターカーテン３０は、巻取り軸によって巻上げ又は巻出しされることで、開口部
２を全開した全開状態、開口部２を全閉した全閉状態、あるいは半開状態とする遮蔽手段
である。このシャッターカーテン３０の左右方向の両端部の各々は、ガイドレールのコ字
状の開放端部を介してガイドレールの内部に挿入されており、上下方向においてはガイド
レールの内部をスライド移動可能であり、かつ、前後方向においてはガイドレールの外部
に脱落しないように規制されている。また、シャッターカーテン３０の上端部には、連結
スラット（図示省略）が接続されている。この連結スラットは、シャッターカーテン３０
を後述する巻取り軸の巻取りシャフト（図示省略）に連結するためのものであり、シャッ
ターカーテン３０の上端部の左右方向全長にわたって形成されている。また、シャッター
カーテン３０の下端部には、座板３１が接続されている。この座板３１は、シャッターカ
ーテン３０によって開口部２を全閉した状態において建物の床面と近接し、又は接触する
ように配置されたものであり、シャッターカーテン３０の下端部の左右方向全長にわたっ
て形成されている。
【００３６】
　ここで、シャッターカーテン３０の構成については、シャッターカーテン３０の種類に
応じて以下に示す特徴を有する。
【００３７】
　具体的には、まず、図２に示すように、スクリーン式のシャッターカーテン３０は、複
数のスラット３２を備えて構成されており、各スラット３２の上下の両端部には嵌合部（
図示省略）が設けられている。この嵌合部は、複数のスラット３２を相互に嵌合接続する
ために各スラット３２の上下の両端部に設けられたもので、これら両端部を屈曲させるこ
とによって形成されている。また、このように構成されたスクリーン式のシャッターカー
テン３０の動作については、公知のスクリーン式のシャッターカーテン３０の動作と同様
に、以下に示す通りとなる。具体的には、図２に示すように、シャッターカーテン３０の
状態が全閉状態（図２（ａ）参照）からシャッターカーテン３０を上昇させると、半開状
態（図２（ｂ）参照）、全開状態（図２（ｃ）参照）の順に切り替えることが可能となる
。また、シャッターカーテン３０の状態が全開状態からシャッターカーテン３０を下降さ
せると、半開状態、全閉状態の順に切り替えることが可能となる。
【００３８】
　また、図３に示すように、ブラインド式のシャッターカーテン３０は、スクリーン式の
シャッターカーテン３０と同様に、複数のスラット３２を備えて構成されている。この各
スラット３２は、当該各スラット３２の左右の両端部側に設けられたリンク部材であって
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、巻取り軸の回動に伴って上下方向に向けて移動可能な前側リンク部材（図示省略）及び
後側リンク部材（図示省略）の各々に対して回動可能に接続されている。このような構成
されたブラインド式のシャッターカーテン３０の動作については、公知のブラインド式の
シャッターカーテン３０の動作と同様に、以下に示す通りとなる。具体的には、図３に示
すように、シャッターカーテン３０の状態が全閉状態（図３（ａ）参照）からシャッター
カーテン３０を所定高さまで上昇させると、前側リンク部材の上方移動及び後側リンク部
材の下方移動に伴って各スラット３２が回動することにより、スラット傾斜状態（図３（
ｂ）、図３（ｃ）参照）に切り替えることができる。このスラット傾斜状態については、
具体的には、スラット３２の傾斜角度が０度から９０度に至るように切り替えることが可
能となる（なお、図３（ｂ）の状態は、スラット３２を２０度傾斜させた状態を示し、図
３（ｃ）の状態は、スラット３２を９０度傾斜させた状態を示す）。そしてさらに、スラ
ット傾斜状態からシャッターカーテン３０を上昇させると、前側リンク部材及び後側リン
ク部材が下方側から縮められることで、複数のスラット３２が下方側から順次重ね合わせ
られていくことにより、スラット傾斜状態及び半開状態（図３（ｄ）参照）、全開状態（
図３（ｅ）参照）に切り替えることができる。また、シャッターカーテン３０の状態が全
開状態からシャッターカーテン３０を下降させると、シャッターカーテン３０の状態を全
閉状態からシャッターカーテン３０を上昇させた場合とは逆の順に、スラット傾斜状態及
び半開状態、スラット傾斜状態、全閉状態の順に切り替えることが可能となる。
【００３９】
　また、図４に示すように、スリット式のシャッターカーテン３０は、スクリーン式のシ
ャッターカーテン３０と同様に、複数のスラット３２を備えて構成されている。この各ス
ラット３２の上端部には、他のスラット３２と接続するための接続部であって、各スラッ
ト３２の左右方向の全長にわたって形成された板状の接続部（図示省略）が設けられてお
り、この接続部には、左右方向に沿って相互に間隔を隔てて配置された複数のスリット３
３が形成されている。また、各スラット３２の下端部には、他のスラット３２の接続部と
係合可能な被接続部であって、当該接続部のスリット３３が外部から見え隠れするように
、上下方向に向けてスライド移動可能な被接続部が設けられている。このように構成され
たスリット式のシャッターカーテン３０の動作については、公知のスリット式のシャッタ
ーカーテン３０の動作と同様に、以下に示す通りとなる。具体的には、図４に示すように
、シャッターカーテン３０の状態が全閉状態（図４（ａ）参照）からシャッターカーテン
３０を所定高さまで上昇させると、複数の被接続部のうち上方側に位置する被接続部が上
方に向けてスライド移動して、当該上方側に位置する被接続部と係合された接続部のスリ
ット３３を外部に開放することにより、スリット開放状態（図４（ｂ）、図４（ｃ）参照
）、スリット開放状態及び半開状態、全開状態の順に切り替えることが可能となる。この
スリット開放状態については、具体的には、スリット３３の開放が０％から１００％に至
るように切り替えることが可能となる（なお、図４（ｂ）の状態は、スリット３３を２０
％開放させた状態を示し、図４（ｃ）の状態は、スリット３３を１００％開放させた状態
を示す）。また、シャッターカーテン３０の状態が全開状態からシャッターカーテン３０
を下降させると、シャッターカーテン３０の状態が全閉状態からシャッターカーテン３０
を上昇させた場合とは逆の順に、すなわちスリット開放状態及び半開状態、スリット開放
状態、全閉状態の順に切り替えることが可能となる。
【００４０】
（構成－シャッター－開閉機）
　開閉機４０は、巻取り軸を回転駆動することによって電動でシャッターカーテン３０を
昇降させる昇降手段であり、操作スイッチ若しくはリモコン（図示せず）を介して操作さ
れる。
【００４１】
（構成－シャッター－第１検知部、第２検知部）
　第１検知部５０は、シャッターカーテン３０の下端部の位置が、開口部２の下端部近傍
に設定された位置（以下、「下限位置」と称する。）に達しているか否かを検出する検知
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手段である。第２検知部５１は、シャッターカーテン３０の下端部の位置が、開口部２の
上端部近傍に設定された位置（以下、「上限位置」と称する。）に達しているか否かを検
出する検知手段である。これら第１検知部５０及び第２検知部５１は、例えば、１台のロ
ータリーエンコーダー等の公知の検知センサを用いて構成されており、開閉機４０の近傍
位置に設置されている。また、これら第１検知部５０、第２検知部５１がロータリーエン
コーダーである場合の検知動作については、例えば、第１検知部５０においては、開閉機
４０の出力軸の回転に応じて出力されるパルス数を第１検知部５０のカウント手段（図示
省略）にてカウントし、当該カウントされたカウント値が、シャッターカーテンの下端部
を原点位置（上限位置）から下限位置まで移動させた場合のカウント値と一致した場合に
は、検知信号を出力する（なお、第２検知部５１の検知動作についても同様とする）。
【００４２】
（構成－シャッター－電源装置）
　電源装置６０は、商用電源（図示省略）から供給された電力を開閉機４０、並びに、開
閉システムの後述するシャッター側制御装置８０、及び後述する中継装置９０に供給する
ための電力供給手段である。この電源装置６０は、商用電源から第１ケーブル３を介して
供給された電力を第２ケーブル４を介して開閉機４０に供給する。また、この電源装置６
０は、商用電源から第１ケーブル３を介して供給された供給された電力を所定の電圧に変
圧し、当該変圧した電力を第３ケーブル５を介してシャッター側制御装置８０に供給する
と共に、シャッター側制御装置８０及び第５ケーブル７を介して中継装置９０に供給する
。
【００４３】
（構成－シャッター－巻取り軸）
　巻取り軸は、シャッターカーテン３０を巻上げ又は巻出すための回動軸である。この巻
取り軸は、例えば公知の巻取り軸等を用いて構成されており、左右方向に沿って設けられ
、シャッター収納部２０に対して固定具等を介して回動可能に接続されている。また、こ
の巻取り軸には、シャッターカーテン３０の上端に連結された連結スラット（図示省略）
が接続されていて、この巻取り軸を回転させることで、連結スラットを介してシャッター
カーテン３０を巻上げ又は巻出すことができる。
【００４４】
（構成－シャッター側制御装置）
　シャッター側制御装置８０は、シャッターカーテン３０の状態を切り替えるための制御
を行う装置であり、図５に示すように、操作部８１、通信部８２、出力部８３、制御部８
４、及びデータ記録部８５を備えている。
【００４５】
　操作部８１は、シャッター側制御装置８０に対する操作入力を受け付けるものであり、
上昇ボタン８１ａと、下降ボタン８１ｂ、及び停止ボタン８１ｃを備えている。ここで、
上昇ボタン８１ａは、開閉機４０に対してシャッターカーテン３０の巻上げを指示するボ
タンである。また、下降ボタン８１ｂは、開閉機４０に対してシャッターカーテン３０の
巻出しを指示するボタンである。また、停止ボタン８１ｃは、シャッターカーテン３０の
巻上げ又は巻出しの停止を指示するボタンである。
【００４６】
　通信部８２は、開閉機４０との間で第４ケーブル６を介して通信し、且つ、中継装置９
０との間で第５ケーブル７を介して通信するための通信手段であると共に、後述する制御
信号を中央制御装置１００から受信する受信手段であり、例えば、上記ＨＥＭＳの通信規
格に準拠した通信を行うことが可能な公知の通信手段を用いて構成されている。
【００４７】
　出力部８３は、制御部８４の制御に基づいて各種の情報を出力する出力手段であり、例
えばＬＥＤ等の公知の表示手段やスピーカー等の公知の音声出力手段等を用いて構成され
ている。また、この出力部８３の具体的な動作については任意であるが、例えば、上昇ボ
タン８１ａ及び下降ボタン８１ｂの各々に対応する位置にＬＥＤを配置し、シャッターカ
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ーテン３０の状態又は動作に応じて出力することにより、当該シャッターカーテン３０の
状態又は動作を報知してもよい（具体的には、シャッターカーテン３０の状態が所定状態
から全閉状態になった直後に、上昇ボタン８１ａに対応する位置のＬＥＤを表示する等）
。また、上昇ボタン８１ａ、下降ボタン８１ｂ、又は停止ボタン８１ｃのいずれかが操作
された場合に、受付音（例えば「ピッ」等）をスピーカーにて出力することにおり、操作
が受付けられた旨を報知してもよい。
【００４８】
　制御部８４は、シャッター側制御装置８０の各部を制御する制御手段である。この制御
部８４は、具体的には、ＣＰＵ、当該ＣＰＵ上で解釈実行される各種のプログラム（ＯＳ
などの基本制御プログラムや、ＯＳ上で起動され特定機能を実現するアプリケーションプ
ログラムを含む）及びプログラムや各種のデータを格納するためのＲＡＭの如き内部メモ
リを備えて構成されるコンピュータである（なお、中央制御装置１００の制御部１０３、
端末装置１１０の制御部１１５の構成についても同様とする）。
【００４９】
　また、この制御部８４は、機能概念的に、作動時間特定部８４ａ、第１判定部８４ｂ、
第２判定部８４ｃ、及び設定部８４ｄを備えている。このうち、作動時間特定部８４ａは
、シャッターカーテン３０の作動時間を特定する作動時間特定手段である。ここで、「シ
ャッターカーテン３０の作動時間」とは、シャッターカーテン３０の状態が基準状態から
所望の非全開閉状態に切り替えられるまでに要する時間を意味する。また、「基準状態」
とは、シャッターカーテンを制御するための基準となる状態を意味する。この「基準状態
」は、例えば、全閉状態、全開状態、所望でない非全開閉状態等を含む概念であるが、実
施の形態では、全閉状態を基準状態として説明する。また、第１判定部８４ｂは、シャッ
ターカーテン３０の状態が基準状態（全閉状態）であるか否かを判定する第１判定手段で
ある。また、第２判定部８４ｃは、通信部８２にて後述する制御信号が受信された場合に
、当該制御信号に含まれる後述する状態情報が設定部８４ｄにて設定された後述する第１
種類情報に対応する情報であるか否かを判定する第２判定手段である。また、設定部８４
ｄは、操作部８１を介して後述する第１種類情報の設定指示が受け付けられた場合に、当
該受け付けられた後述する第１種類情報を設定する設定手段である。なお、上述した「第
１検知部５０」と、「第１判定部８４ｂ」とは、特許請求の範囲における「第１判定手段
」に対応する。また、この制御部８４によって実行される処理の詳細については後述する
。
【００５０】
　データ記録部８５は、シャッター側制御装置８０の動作に必要なプログラム及び各種の
データを記憶する記憶手段であり、書き換え可能な記録媒体を用いて構成され、例えばフ
ラッシュメモリ等の不揮発性記録媒体を用いることができる（なお、中央制御装置１００
のデータ記録部１０４、端末装置１１０のデータ記録部１１６の構成についても同様とす
る）。
【００５１】
　また、このデータ記録部８５は、第１制御情報テーブル８５ａを備えている。第１制御
情報テーブル８５ａは、第１制御情報を格納する第１制御情報格納手段である。ここで、
「第１制御情報」とは、シャッターカーテン３０の種類に応じた制御内容を特定する情報
である。図６に示すように、この第１制御情報テーブル８５ａは、項目「第１種類」、項
目「シャッターカーテンの状態」、及び項目「作動時間」と、各項目に対応する情報とを
、相互に関連付けて構成されている。また、項目「シャッターカーテンの状態」は、さら
に、シャッターカーテン３０の状態に関する項目として、項目「カーテン開度」、項目「
スラット傾斜角」、項目「スリット開度」等を含んで構成されている。ここで、項目「第
１種類」に対応する情報は、第１種類情報（種類情報）である。ここで、「第１種類情報
」とは、シャッターカーテン３０の種類を特定する情報である。また、項目「シャッター
カーテンの状態」に対応する情報は、状態情報である。ここで、「状態情報」とは、シャ
ッターカーテン３０の状態を特定する状態情報であり、例えば、シャッターカーテン３０
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によって開口部２が開閉されている度合い（例えば、全開状態時の開口部２の開きに対す
る割合等。以下、「カーテン開度」と称する。）を特定するカーテン開度情報、シャッタ
ーカーテン３０の各スラット３２の傾斜角（以下、「スラット傾斜角」と称する）を特定
するスラット傾斜角情報、スリット式のシャッターカーテン３０のスリット３３を外部に
開放している度合い（例えば、全部のスリット３３に対する外部に開放されているスリッ
ト３３の割合等。以下、「スリット開度」と称する。）を特定するスリット開度情報等を
含む概念である。このうち、項目「カーテン開度」に対応する情報は、カーテン開度情報
である。また、項目「スラット傾斜角」に対応する情報は、スラット傾斜角情報である。
また、項目「スリット開度」に対応する情報は、スリット開度情報である。また、項目「
作動時間」に対応する情報は、シャッターカーテン３０の作動時間を特定する作動時間情
報である。なお、この作動時間情報については、実施の形態では、図２から図４に示すよ
うに、シャッターカーテン３０の種類に応じて動作が異なると共に、開閉機４０の駆動速
度を一定速度とする場合には、シャッターカーテン３０の種類に応じて作動時間が異なる
ものとする。例えば、図６に示すように、第１種類＝スクリーン式のシャッターカーテン
３０におけるカーテン開度＝２０％である場合には、作動時間＝４ｓｅｃであるのに対し
て、第１種類＝ブラインド式のシャッターカーテン３０におけるカーテン開度＝２０％で
ある場合には、作動時間＝１０ｓｅｃであるので、カーテン開度が同じであっても、スク
リーン式のシャッターカーテン３０の作動時間とブラインド式のシャッターカーテン３０
の作動時間とがそれぞれ異なることになる。ただし、シャッターカーテン３０の種類に応
じて異なる開閉機４０が使用される場合において、これら開閉機４０の駆動速度がシャッ
ターカーテン３０の種類に応じて異なる場合のように、シャッターカーテン３０の種類に
関わらず、作動時間を同一にすることができる場合には、シャッターカーテン３０の種類
に関わらず同一の作動時間を設定してもよい。
【００５２】
（構成－中継装置）
　中継装置９０は、シャッター側制御装置８０と中央制御装置１００との相互間の通信を
中継するための装置であり、例えば上記ＨＥＭＳの通信規格に対応した公知のアダプタ等
を用いて構成されている。なお、「中継装置９０」と「シャッター側制御装置８０の通信
部８２」とは、特許請求の範囲における「通信手段」及び「第２通信手段」に対応する。
【００５３】
（構成－中央制御装置）
　中央制御装置１００は、管理システム７０（制御システム）を管理するための装置であ
る。この中央制御装置１００は、例えば上記ＨＥＭＳの通信規格に対応した公知の管理装
置等を用いて構成されており、図７に示すように、通信部１０１、電源部１０２、制御部
１０３、及びデータ記録部１０４を備えている。
【００５４】
　通信部１０１は、中継装置９０との間で第６ケーブル８を介して通信し、且つ、端末装
置１１０との間で第７ケーブル９を介して通信するための第１通信手段であると共に、後
述する制御信号をシャッター側制御装置８０に送信する第１通信手段であり、例えば、上
記ＨＥＭＳの通信規格に準拠した通信を行うことが可能な公知の通信手段を用いて構成さ
れている。
【００５５】
　電源部１０２は、商用電源（図示省略）から供給された電力又は当該電源部１０２に蓄
電された電力を、中央制御装置１００の各部に供給する電力供給手段である。
【００５６】
　制御部１０３は、中央制御装置１００の各部を制御する制御手段である。なお、この制
御部１０３によって実行される処理の詳細については後述する。
【００５７】
　データ記録部１０４は、中央制御装置１００の動作に必要なプログラム及び各種のデー
タを記憶する記憶手段であり、状態情報テーブル１０４ａを備えている。ここで、状態情
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報テーブル１０４ａは、相互に状態が異なる少なくとも３つ以上の状態情報を格納する状
態情報格納手段である。図８に示すように、この状態情報テーブル１０４ａは、項目「指
定ＩＤ」、及び項目「シャッターカーテンの状態」と、各項目に対応する情報とを、相互
に関連付けて構成されている。また、項目「シャッターカーテンの状態」は、図６の第１
制御情報テーブル８５ａと同様に、シャッターカーテン３０の状態に関する項目として、
項目「カーテン開度」、項目「スラット傾斜角」、項目「スリット開度」等を含んで構成
されている。ここで、項目「指定ＩＤ」に対応する情報は、後述する指定情報を一意に識
別するための識別情報（例えば、指定情報に対応するＩＤ）である。また、項目「シャッ
ターカーテンの状態」に対応する情報は、図６の第１制御情報テーブル８５ａの同一項目
名に対応して格納される情報と同じであるので、説明を省略する。
【００５８】
（構成－端末装置）
　端末装置１１０は、シャッター側制御装置８０を遠隔操作するための装置である。この
端末装置１１０は、例えば上記ＨＥＭＳの通信規格に対応した公知のモニター装置等を用
いて構成されており、図９に示すように、操作部１１１、通信部１１２、出力部１１３、
電源部１１４、制御部１１５、及びデータ記録部１１６を備えている。
【００５９】
　操作部１１１は、シャッター側制御装置８０に対する操作入力を受け付ける操作手段で
あり、例えば、タッチパネル、リモートコントローラの如き遠隔操作手段、あるいはハー
ドスイッチ等の公知の操作手段を用いて構成されている。
【００６０】
　通信部１１２は、中央制御装置１００との間で第７ケーブル９を介して通信するための
第３通信手段であると共に、中央制御装置１００から送信された後述する報知信号を受信
する第３通信手段であり、例えば、上記ＨＥＭＳの通信規格に準拠した通信を行うことが
可能な公知の通信手段を用いて構成されている。
【００６１】
　出力部１１３は、制御部１１５の制御に基づいて各種の情報を出力する出力手段であり
、例えば液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイの如きフラットパネルディスプレイ等
の公知の表示手段やスピーカー等の公知の音声出力手段等を用いて構成されている。
【００６２】
　電源部１１４は、商用電源（図示省略）から供給された電力又は当該電源部１１４に蓄
電された電力を、端末装置１１０の各部に供給する電力供給手段である。
【００６３】
　制御部１１５は、端末装置１１０の各部を制御する制御手段であり、機能概念的に、設
定部１１５ａを備えている。ここで、設定部１１５ａは、通信部１１２にて後述する報知
信号が受信された場合に、当該報知信号に含まれる後述する第２種類情報を設定する設定
手段である。なお、この制御部１１５によって実行される処理の詳細については後述する
。
【００６４】
　データ記録部１１６は、端末装置１１０の動作に必要なプログラム及び各種のデータを
記憶する記憶手段であり、指定情報テーブル１１６ａ及び第２制御情報テーブル１１６ｂ
を備えている。
【００６５】
　図９の指定情報テーブル１１６ａは、指定情報と識別情報とを相互に関連づけて格納す
る指定情報格納手段である。ここで、「指定情報」とは、中央制御装置１００の状態情報
テーブル１０４ａに格納されている３つ以上の状態情報の中から、切替対象候補となる状
態情報を端末装置１１０を介して指定するために、出力部１１３によって出力される情報
である。図１０に示すように、この指定情報テーブル１１６ａは、項目「指定」、及び項
目「指定ＩＤ」と、各項目に対応する情報とを、相互に関連付けて構成されている。ここ
で、項目「指定」に対応する情報は、指定情報である。ここで、図１０に示す指定情報の
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うち、「全閉する」とは、全閉状態にすることを意味する。また、「スクリーン式のシャ
ッターカーテンを～％開く」とは、スクリーン式のシャッターカーテン３０の半開状態の
うち、シャッターカーテン３０を～％開いた状態にすることを意味する（ただし、「・・
・１００％開いた状態」は、シャッターカーテン３０を全開状態にすることを意味する。
なお、他の指定情報についても同様とする）。また、「ブラインド式のシャッターカーテ
ンのブラインドを～度開く」とは、ブラインド式のシャッターカーテン３０のスラット傾
斜状態のうち、スラット３２を～度傾斜した状態にすることを意味する。また、「ブライ
ンド式のシャッターカーテンを～％開く」とは、ブラインド式のシャッターカーテン３０
の半開状態及びスラット傾斜状態のうち、シャッターカーテン３０を～％開き、且つスラ
ット３２を９０度傾斜した状態にすることを意味する。また、「スリット式のシャッター
カーテンのスリットを～％開放させる」とは、スリット式のシャッターカーテン３０のス
リット開放状態のうち、スリット３３を～％開放させた状態にすることを意味する。また
、「スリット式のシャッターカーテンを～％開く」とは、スリット式のシャッターカーテ
ン３０の半開状態及びスリット開放状態のうち、シャッターカーテン３０を～％開き、且
つスリット３３を１００％開放させた状態にすることを意味する。また、項目「指定ＩＤ
」に対応する情報は、図８の状態情報テーブル１０４ａの同一項目名に対応して格納され
る情報と同じであるので、説明を省略する。
【００６６】
　図９の第２制御情報テーブル１１６ｂは、第２制御情報を格納する第２制御情報格納手
段である。ここで、「第２制御情報」とは、シャッターカーテン３０の種類に応じた制御
内容を特定する情報である。図１１に示すように、この第２制御情報テーブル１１６ｂは
、項目「第１種類」、及び項目「第２種類」と、各項目に対応する情報とを、相互に関連
付けて構成されている。ここで、項目「第１種類」に対応する情報は、図６の第１制御情
報テーブル８５ａの同一項目名に対応して格納される情報と同じであるので、説明を省略
する。また、項目「第２種類」に対応する情報は、第２種類情報である。ここで、「第２
種類情報」とは、端末装置１１０の出力部１１３に関する出力制御を行うための情報であ
り、例えば、スクリーン式のシャッターカーテン３０の出力制御を行うための情報（以下
、「スクリーン出力制御」と称する）、ブラインド式のシャッターカーテン３０の出力制
御を行うための情報（以下、「ブラインド出力制御」と称する）、スリット式のシャッタ
ーカーテン３０の出力制御を行うための情報（以下、「スリット出力制御」と称する）等
を含む概念である。
【００６７】
（処理）
　次に、このように構成された管理システム７０によって実行される処理について説明す
る。この管理システム７０によって実行される処理は、設定処理と、切替処理とに大別さ
れる。以下、設定処理と、切替処理とのそれぞれについて説明する。以下の説明では、図
１２から図１４に示す各処理の説明ではステップを「Ｓ」と略記する。
【００６８】
（処理－設定処理）
　まず、設定処理について説明する。設定処理は、シャッターカーテン３０の種類に応じ
た切替処理を行うための設定を行う処理である。この設定処理においては、概略的には、
第１種類情報をシャッター側制御装置８０に設定すると共に、第２種類情報を端末装置１
１０に設定する処理が行われる。また、この設定処理を実行するタイミングは任意である
が、実施の形態においては、シャッター側制御装置８０、中継装置９０、中央制御装置１
００、及び、端末装置１１０に電源が投入された後に起動されるものとして説明する。
【００６９】
　設定処理が起動されると、図１２に示すように、第１種類情報をシャッター側制御装置
８０に設定するために、シャッター側制御装置８０の制御部８４は、ＳＡ１からＳＡ３の
処理を行う。
【００７０】
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　まず、ＳＡ１においてシャッター側制御装置８０の制御部８４は、操作部８１を介して
第１種類情報の設定指示が受け付けられたか否かを判定する。例えば、建物にいる人が操
作部８１を介して所定操作することにより、第１種類情報が設定された場合には、シャッ
ター側制御装置８０の制御部８４は、第１種類情報の設定指示が受け付けられたと判定す
る。ここで、「所定操作」とは、シャッター側制御装置８０の上昇ボタン８１ａと、下降
ボタン８１ｂ、又は停止ボタン８１ｃの操作を２つ以上組み合わせたものを意味する。こ
の「所定操作」は、例えば、操作部８１の停止ボタン８１ｃを押しながら上昇ボタン８１
ａ及び下降ボタン８１ｂを同時押した後、第１種類＝スクリーン式のシャッターカーテン
３０を設定する場合には下降ボタン８１ｂ及び停止ボタン８１ｃを順に押し、第１種類＝
ブラインド式のシャッターカーテン３０を設定する場合には上昇ボタン８１ａ及び停止ボ
タン８１ｃを順に押し、第１種類＝スリット式のシャッターカーテン３０を設定する場合
には停止ボタン８１ｃを２回押す等の操作が該当する。そして、シャッター側制御装置８
０の制御部８４は、第１種類情報の設定指示が受け付けられたと判定されるまで待機し（
ＳＡ１、Ｎｏ）、第１種類情報の設定指示が受け付けられたと判定された場合に（ＳＡ１
、Ｙｅｓ）、ＳＡ２移行する。
【００７１】
　ＳＡ２においてシャッター側制御装置８０の設定部８４ｄは、ＳＡ１にて設定指示され
た第１種類情報を設定する。この第１種類情報の設定については任意であるが、実施の形
態においては、後述する切替処理において、第１制御情報テーブル８５ａに格納されてい
る状態情報及び作動時間情報のうち、上記設定された第１種類情報に対応する状態情報及
び作動時間情報のみを用いて処理が行われることを指示するコマンドを、シャッター側制
御装置８０のデータ記録部８５に記録すること等が該当する。
【００７２】
　ＳＡ３においてシャッター側制御装置８０の制御部８４は、ＳＡ２にて第１種類情報が
設定されたことを報知するために、当該第１種類情報を含む信号（以下、「報知信号」と
称する）を通信部８２、第５ケーブル７、中継装置９０、及び第６ケーブル８を介して中
央制御装置１００に送信する。ここで、この報知信号を送信するタイミングは任意である
が、例えば、ＳＡ２の処理直後に報知信号を送信してもよい。あるいは、ＳＡ２の処理後
、公知の方法によってシャッター側制御装置８０と中央制御装置１００との相互間の通信
が可能であるか否かを確認し、当該通信が可能であると確認されてから所定時間経過後に
報知信号を送信してもよい。これにて、シャッター側制御装置８０の設定処理が終了する
。なお、ＳＡ３の処理後、中央制御装置１００の制御部１０３は、シャッター側制御装置
８０から送信された報知信号が第５ケーブル７、中継装置９０、第６ケーブル８、及び通
信部１０１を介して受信された場合には、所定のタイミングで、当該受信された報知信号
を通信部１０１及び第７ケーブル９を介して端末装置１１０に送信する。
【００７３】
　次に、図１２に示すように、第２種類情報を端末装置１１０に設定するために、端末装
置１１０の制御部１１５は、ＳＡ４、ＳＡ５の処理を行う。
【００７４】
　ＳＡ４において端末装置１１０の制御部１１５は、ＳＡ３にてシャッター側制御装置８
０から送信された報知信号が第５ケーブル７、中継装置９０、第６ケーブル８、中央制御
装置１００、第７ケーブル９、及び通信部１１２を介して受信されたか否かを判定する。
そして、端末装置１１０の制御部１１５は、報知信号が受信されたと判定されるまで待機
し（ＳＡ４、Ｎｏ）、報知信号が受信されたと判定された場合に（ＳＡ４、Ｙｅｓ）、Ｓ
Ａ５に移行する。
【００７５】
　ＳＡ５において端末装置１１０の設定部１１５ａは、ＳＡ４にて受信された報知信号に
含まれる第１種類情報に基づいて、当該第１種類情報に応じた第２種類情報を設定する。
具体的には、端末装置１１０の設定部１１５ａは、第２制御情報テーブル１１６ｂに格納
されている第２種類情報の中から、ＳＡ４にて受信された第１種類情報に対応する第２種
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類情報を抽出し、当該抽出した第２種類情報を設定する（例えば、ＳＡ４にて受信された
第１種類情報である第１種類＝スクリーン式のシャッターカーテン３０の場合に、第２種
類＝スクリーン出力制御が設定される）。この第２種類情報の設定については任意である
が、実施の形態においては、端末装置１１０の出力部１１３に表示される情報のうち、Ｓ
Ａ４にて受信された第１種類情報に対応する情報のみを表示するように設定すること（例
えば、第１種類＝スクリーン式のシャッターカーテン３０である場合において、切替処理
にて指定情報を端末装置１１０の出力部１１３に表示する場合に、指定情報テーブル１１
６ａの格納されている指定情報のうち、スクリーン式のシャッターカーテン３０に対応す
る指定情報（例えば、「全閉する」、「スクリーン式のシャッターカーテンを１０％開く
」など）のみを表示するように設定すること）等が該当する。このような処理により、端
末装置１１０の出力部１１３をＳＡ５にて設定された第２種類情報に基づいて出力制御す
ることができ、例えば、切替処理において、制御対象としたシャッターカーテン３０の種
類に対応する情報のみを出力部１１３に表示させることで、端末装置１１０の操作性を向
上させることが可能となる。これにて、端末装置１１０の設定処理が終了する。
【００７６】
（処理－切替処理）
　次に、切替処理について説明する。切替処理は、シャッターカーテン３０の状態を切り
替えるための処理である。この切替処理においては、概略的には、シャッターカーテン３
０の状態を所望の状態に切り替えるために、シャッターカーテン３０を昇降させる処理が
行われる。また、この切替処理を実行するタイミングは任意であるが、実施の形態におい
ては、開閉機４０、第１検知部５０、第２検知部５２、電源装置６０、シャッター側制御
装置８０、中継装置９０、中央制御装置１００、及び、端末装置１１０に電源が投入され
た後に起動されるものとして説明する。また、この切替処理の前提としては、具体的には
、シャッターの状態が全開状態であるものとして説明する。
【００７７】
　切替処理が起動されると、図１３に示すように、中央制御装置１００の制御部１０３は
、端末装置１１０によって指定された状態情報をシャッター側制御装置８０に送信するた
めに、中央制御装置１００の制御部１０３は、ＳＢ１からＳＢ３の処理を行う。
【００７８】
　まず、ＳＢ１において中央制御装置１００の制御部１０３は、端末装置１１０から送信
された指定信号が第７ケーブル９、中継装置９０、第６ケーブル８、及び通信部１０１を
介して受信されたか否かを判定する。ここで、「指定信号」は、中央制御装置１００の状
態情報テーブル１０４ａに格納された状態情報のうち、いずれか１つを指定するための信
号である。この指定信号の送信方法については任意であるが、実施の形態においては、端
末装置１１０の出力部１１３に表示された複数の指定情報であって、設定処理にて設定さ
れた第２種類情報に対応する複数の指定情報の中から、１つの指定情報が端末装置１１０
の操作部１１１を介して指定されると、当該指定された指定情報に対応する識別情報を指
定情報テーブル１１６ａから抽出し、当該抽出した識別情報を含む指定信号を送信する。
例えば、第２種類＝スクリーン出力制御が設定されている場合において、指定＝「全閉す
る」、「スクリーン式のシャッターカーテンを１０％開く」、「スクリーン式のシャッタ
ーカーテンを２０％開く」等を、端末装置１１０の出力部１１３に表示する。次いで、こ
の表示された指定情報の中から、指定＝「スクリーン式のシャッターカーテンを１０％開
く」が端末装置１１０の操作部１１１を介して指定された場合に、指定ＩＤ＝１００１を
含む指定信号を送信する。そして、この中央制御装置１００の制御部１０３は、指定信号
が受信されたと判定されるまで待機し（ＳＢ１、Ｎｏ）、指定信号が受信されたと判定さ
れた場合に（ＳＢ１、Ｙｅｓ）、ＳＢ２に移行する。
【００７９】
　ＳＢ２において中央制御装置１００の制御部１０３は、ＳＢ１にて受信された指定信号
に含まれる識別情報に基づいて、切替対象候補となる状態情報（具体的には、カーテン開
度情報、スラット傾斜角情報、及びスリット開度情報）を特定する。具体的には、中央制
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御装置１００の制御部１０３は、中央制御装置１００の状態情報テーブル１０４ａに格納
された、相互に状態が異なる少なくとも３つ以上の状態情報の中から、この指定信号に含
まれる識別情報に対応する状態情報を抽出し、当該抽出した状態情報を切替対象候補とな
る状態情報として特定する。
【００８０】
　ＳＢ３において中央制御装置１００の制御部１０３は、ＳＢ２にて特定された状態情報
を含む信号（以下、「制御信号」と称する）を通信部１０１、第６ケーブル８、中継装置
９０、第５ケーブル７を介してシャッター側制御装置８０に送信する。その後、中央制御
装置１００の制御部１０３は、ＳＢ１に移行し、以降同様に、ＳＢ１からＳＢ３の処理を
行う。
【００８１】
　次に、図１４に示すように、シャッターカーテン３０の状態を、ＳＢ３にて送信された
状態情報に対応する状態に切り替えるように、シャッターカーテン３０の制御を行うため
に、シャッター側制御装置８０の制御部８４は、ＳＣ１からＳＣ９の処理を行う。
【００８２】
　まず、ＳＣ１においてシャッター側制御装置８０の制御部８４は、ＳＢ３にて中央制御
装置１００から送信された制御信号が第６ケーブル８、中継装置９０、及び第５ケーブル
７、及び通信部８２を介して受信されたか否かを判定する。そして、シャッター側制御装
置８０の制御部８４は、制御信号が受信されたと判定されるまで待機し（ＳＣ１、Ｎｏ）
、制御信号が受信されたと判定された場合に（ＳＣ１、Ｙｅｓ）、ＳＣ２に移行する。
【００８３】
　ＳＣ２においてシャッター側制御装置８０の第２判定部８４ｃは、ＳＣ１にて受信され
た制御信号に含まれている状態情報が設定処理のＳＡ２にて設定された第１種類情報に対
応しているか否かを判定する。この上記状態情報が第１種類情報に対応しているか否かの
判定については、実施の形態においては、シャッター側制御装置８０の第１制御情報テー
ブル８５ａに格納されている状態情報であって、ＳＡ２にて設定された第１種類情報に対
応する状態情報の中に、ＳＣ１にて受信された制御信号に含まれている状態情報のうちの
カーテン開度情報、スラット傾斜角情報、及びスリット開度情報と全て合致する状態情報
があるか否かに基づいて判定する。ここで、ＳＣ１にて受信された制御信号に含まれてい
る状態情報におけるカーテン開度情報、スラット傾斜角情報、及びスリット開度情報と全
て合致する状態情報がある場合に、上記状態情報がＳＡ２にて設定された第１種類情報に
対応していると判定し、ＳＣ１にて受信された制御信号に含まれている状態情報における
カーテン開度情報、スラット傾斜角情報、及びスリット開度情報と全て合致する状態情報
がない場合に、上記状態情報がＳＡ２にて設定された第１種類情報に対応していないと判
定する。そして、シャッター側制御装置８０の第２判定部８４ｃは、上記状態情報がＳＡ
２にて設定された第１種類情報に対応していないと判定された場合（ＳＣ２、Ｎｏ）、Ｓ
Ｃ１にて受信された制御信号に基づいてシャッターカーテン３０の制御を行わないように
、ＳＣ１に移行し、上記状態情報がＳＡ２にて設定された第１種類情報に対応していると
判定された場合（ＳＣ２、Ｙｅｓ）、ＳＣ１にて受信された制御信号に基づいてシャッタ
ーカーテン３０の制御を行うように、ＳＣ３に移行させる。このような処理により、第１
種類情報に対応する状態情報を含む制御信号のみに基づいてシャッターカーテン３０の制
御を行うことができる。よって、例えば、何らかの理由により設定処理が行われなかった
端末装置１１０から、制御対象としないシャッターカーテン３０の種類に対応する制御信
号が受信された場合でも、当該制御信号に基づいてシャッターカーテン３０の制御を行う
ことができないので、シャッターカーテン３０の誤操作を防止することが可能となる。な
お、上記状態情報がＳＡ２にて設定された第１種類情報に対応していないと判定された場
合には、例えば、その旨を端末装置１１０の使用者に対して報知するために、シャッター
側制御装置８０の制御部８４は、その旨を示す応答信号を通信部８２、第５ケーブル７、
中継装置９０、第６ケーブル８、中央制御装置１００、及び第７ケーブル９を介して端末
装置１１０に送信してもよい。そして、端末装置１１０の制御部８４は、通信部１１２に
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よって応答信号が受信された場合に、データ記録部１１６に記録された情報のうち、応答
信号に対応する情報（例えば、「端末装置から送られた信号が適切ではないので、シャッ
ターカーテンの状態を切り替えることができませんでした。」等の定型メッセージ）を出
力部１１３に出力させてもよい。
【００８４】
　ＳＣ３においてシャッター側制御装置８０の制御部８４は、ＳＣ１にて受信された制御
信号に含まれている状態情報に基づいて、当該状態情報に対応するシャッターの状態が全
開状態であるか否かを判定する。この上記状態情報に対応するシャッターの状態が全開状
態であるか否かの判定については、実施の形態においては、上記状態情報が全開状態を示
す情報（すなわち、上記状態情報のうち、カーテン開度＝１００％）であるか否かに基づ
いて判定する。ここで、上記状態情報が全開状態を示す情報である場合に、上記状態情報
に対応するシャッターの状態が全開状態であると判定され、上記状態情報が全開状態を示
す情報でない場合に、上記状態情報に対応するシャッターの状態が全開状態でないと判定
される。そして、シャッター側制御装置８０の制御部８４は、上記状態情報に対応するシ
ャッターの状態が全開状態であると判定された場合に（ＳＣ３、Ｙｅｓ）、ＳＣ４に移行
し、シャッターカーテン３０の状態が全開状態でないと判定された場合に（ＳＣ３、Ｎｏ
）、ＳＣ５に移行する。
【００８５】
　ＳＣ４においてシャッター側制御装置８０の制御部８４は、シャッターカーテン３０の
状態が全開状態となるように、シャッターカーテン３０を上昇させる制御を行う。具体的
には、シャッター側制御装置８０の制御部８４は、シャッターカーテン３０の下端部の位
置が、第２検知部５１にてシャッターカーテン３０の下端部の位置が上限位置に達したと
検出されることにより、第２検知部５１から検知信号が受信されるまで、シャッターカー
テン３０を上昇させ、第２検知部５１から検知信号が受信された場合には、シャッターカ
ーテン３０の上昇を停止させる制御を行う。ただし、シャッターカーテン３０の下端部の
位置が既に上限位置に達している場合には、シャッターカーテン３０を上昇させる制御を
行わない。その後、シャッター側制御装置８０の制御部８４は、ＳＣ１に移行する。
【００８６】
　ＳＣ５においてシャッター側制御装置８０の作動時間特定部８４ａは、ＳＣ１にて受信
された制御信号に含まれている状態情報に基づいて、作動時間を特定する。具体的には、
シャッター側制御装置８０の作動時間特定部８４ａは、シャッター側制御装置８０の第１
制御情報テーブル８５ａに格納された作動時間情報であって、設定処理のＳＡ２にて設定
された第１種類情報に対応する作動時間情報の中から、ＳＣ１にて受信された制御信号に
含まれている状態情報のうちのカーテン開度情報、スラット傾斜角情報、及びスリット開
度情報と合致する作動時間情報を抽出し、当該抽出した作動時間情報を作動時間として特
定する。例えば、設定処理のＳＡ２にて第１種類＝スクリーン式のシャッターカーテン３
０が設定されている場合において、ＳＣ１にて受信された制御信号に含まれている状態情
報のうち、カーテン開度＝２０％、スラット傾斜角＝０度、スリット開度＝０％であった
場合には、作動時間＝４ｓｅｃが特定される。このような処理により、シャッターカーテ
ン３０の種類が複数ある場合でも、制御対象としたいシャッターカーテン３０の種類に応
じた作動時間を特定でき、当該シャッターカーテン３０の種類に応じたシャッター１の制
御を正確に行うことが可能となる。
【００８７】
　ＳＣ６においてシャッター側制御装置８０の第１判定部８４ｂは、シャッターカーテン
３０の状態が全閉状態であるか否かを判定する。このシャッターカーテン３０の状態が全
閉状態であるか否かの判定については、第１検知部５０から検知信号が制御部８４に入力
されたか否かに基づいて判定する。ここで、第１検知部５０によってシャッターカーテン
３０の下端部の位置が下限位置に達していないと検知されることにより、当該第１検知部
５０から検知信号が出力されないことで、当該検知信号が制御部８４に入力されていない
場合には、シャッターカーテン３０の状態が全閉状態でないと判定する。一方、第１検知
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部５０によってシャッターカーテン３０の下端部の位置が下限位置に達していると検知さ
れることにより、当該第１検知部５０から検知信号が出力されたことで、当該検知信号が
制御部８４に入力された場合には、シャッターカーテン３０の状態が全閉状態であると判
定する。そして、シャッター側制御装置８０の第１判定部８４ｂは、シャッターカーテン
３０の状態が全閉状態でないと判定された場合に（ＳＣ６、Ｎｏ）、ＳＣ７に移行し、シ
ャッターカーテン３０の状態が全閉状態であると判定された場合に（ＳＣ６、Ｙｅｓ）、
ＳＣ８に移行する。
【００８８】
　ＳＣ７においてシャッター側制御装置８０の制御部８４は、シャッターカーテン３０の
状態が全閉状態になるように、シャッターカーテン３０を降下させる制御を行う。具体的
には、シャッター側制御装置８０の制御部８４は、ＳＣ６にてシャッターカーテン３０の
状態が全閉状態であると判定されるまで、開閉機４０によって、シャッターカーテン３０
を電動で降下させ、ＳＣ６にてシャッターカーテン３０の状態が全閉状態であると判定さ
れた場合には、このシャッターカーテン３０の降下を停止させる。ここで、例えば、シャ
ッターカーテン３０の降下中に、シャッターカーテン３０の下端部が障害物と接触するこ
とにより、開閉機４０に設けられた図示しない障害物検知手段（例えば、公知の過負荷検
知センサ等）から障害物が検知された旨を示す障害物検知信号が受信された場合には、シ
ャッター側制御装置８０の制御部８４は、開閉機４０によるシャッターカーテン３０の降
下を停止させて、切替処理を終了してもよい。この場合において、障害物が検知された旨
を端末装置１１０の使用者に対して報知するために、シャッター側制御装置８０の制御部
８４は、障害物検知信号を通信部８２、第５ケーブル７、中継装置９０、第６ケーブル８
、中央制御装置１００、及び第７ケーブル９を介して端末装置１１０に送信してもよい。
そして、端末装置１１０の制御部８４は、通信部１１２によって障害物検知信号が受信さ
れた場合に、データ記録部１１６に記録された情報のうち、障害物検知信号に対応する情
報（例えば、「障害物が検知されたため、シャッターカーテンの状態を切り替えることが
できませんでした。」等の定型メッセージ）を出力部１１３に出力させてもよい。
【００８９】
　ＳＣ８においてシャッター側制御装置８０の制御部８４は、ＳＣ１にて受信された制御
信号に含まれている状態情報に基づいて、当該状態情報に対応するシャッターの状態が全
閉状態であるか否かを判定する。この上記状態情報に対応するシャッターの状態が全閉状
態であるか否かの判定については、実施の形態においては、上記状態情報が全閉状態を示
す情報（すなわち、上記状態情報のうち、カーテン開度＝０％、スラット傾斜角＝０度、
スリット開度＝０％）であるか否かに基づいて判定する。ここで、上記状態情報が全閉状
態を示す情報である場合に、上記状態情報に対応するシャッターの状態が全閉状態である
と判定され、上記状態情報が全閉状態を示す情報でない場合に、上記状態情報に対応する
シャッターの状態が全閉状態でないと判定される。そして、シャッター側制御装置８０の
制御部８４は、上記状態情報に対応するシャッターの状態が全閉状態であると判定された
場合に（ＳＣ８、Ｙｅｓ）、ＳＣ１に移行し、シャッターカーテン３０の状態が全閉状態
でないと判定された場合に（ＳＣ８、Ｎｏ）、ＳＣ９に移行する。このような処理により
、上記状態情報に対応するシャッターの状態が全閉状態である場合には、ＳＣ９の処理を
省略することができ、シャッター側制御装置８０の制御の効率化を図ることが可能となる
。
【００９０】
　ＳＣ９においてシャッター側制御装置８０の制御部８４は、ＳＣ５にて特定された作動
時間に基づいて、シャッターカーテン３０の状態がＳＣ１にて受信された制御信号に含ま
れている状態情報に対応する状態（すなわち、非全開閉状態）となるように、シャッター
カーテン３０を上昇させる制御を行う。具体的には、シャッター側制御装置８０の制御部
８４は、開閉機４０によって、ＳＣ５にて特定された作動時間の間だけシャッターカーテ
ン３０を電動で上昇させる。その後、シャッター側制御装置８０の制御部８４は、ＳＣ１
に移行し、以降同様に、ＳＣ１からＳＣ９の処理を行う。
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【００９１】
　例えば、切替処理のＳＡ２にて第１種類＝スクリーン式のシャッターカーテン３０が設
定されている場合において、ＳＣ１にて受信された制御信号に含まれている状態情報のう
ち、カーテン開度＝２０％、スラット傾斜角＝０度、スリット開度＝０％であり、ＳＣ５
にて特定された作動時間＝４ｓｅｃであった場合には、ＳＣ６、ＳＣ７にてシャッターカ
ーテン３０の状態が全閉状態になるように、当該シャッターカーテン３０を降下させた後
、ＳＣ９にて４ｓｅｃの間だけ当該シャッターカーテン３０を上昇させる。これにより、
図２（ｂ）に示すように、スクリーン式のシャッターカーテン３０の状態を、半開状態に
おける開口部２を２０％開いた状態に切り替えることができる。
【００９２】
　また、例えば、切替処理のＳＡ２にて第１種類＝ブラインド式のシャッターカーテン３
０が設定されている場合において、ＳＣ１にて受信された制御信号に含まれている状態情
報のうち、カーテン開度＝０％、スラット傾斜角＝２０度、スリット開度＝０％であり、
ＳＣ５にて特定された作動時間＝１．３ｓｅｃであった場合には、ＳＣ６、ＳＣ７にてシ
ャッターカーテン３０の状態が全閉状態になるように、ＳＣ９にてシャッターカーテン３
０を降下させた後、１．３ｓｅｃの間だけ当該シャッターカーテン３０を上昇させる。こ
れにより、図３（ｂ）に示すように、ブラインド式のシャッターカーテン３０の状態を、
スラット傾斜状態におけるスラット３２を２０度傾斜させた状態に切り替えることができ
る。
【００９３】
　また、例えば、切替処理のＳＡ２にて第１種類情報＝スリット式のシャッターカーテン
３０が設定されている場合において、ＳＣ１にて受信された制御信号に含まれている状態
情報のうち、カーテン開度＝０％、スラット傾斜角＝０度、スリット開度＝２０％であり
、ＳＣ５にて特定された作動時間＝１ｓｅｃであった場合には、ＳＣ６、ＳＣ７にてシャ
ッターカーテン３０の状態が全閉状態になるように、シャッターカーテン３０を降下させ
た後、ＳＣ９にて１ｓｅｃの間だけ当該シャッターカーテン３０を上昇させる。これによ
り、図４（ｂ）に示すように、スリット式のシャッターカーテン３０の状態を、スリット
開放状態におけるスリット３３を２０％開放させた状態に切り替えることができる。
【００９４】
　このように、ＳＣ９の処理において、ＳＣ５にて特定された作動時間に基づいて、シャ
ッターカーテン３０の状態が全閉状態から非全開閉状態又は全開状態になるように、シャ
ッターカーテン３０の制御を行うので、シャッターカーテン３０の状態を検知するための
特殊なセンサの検知結果に基づいて、シャッターカーテン３０の状態を非全開閉状態に切
り替える場合に比べて、当該特殊なセンサを設けることなく、シャッターカーテン３０の
状態を非全開閉状態に切り替えることができ、シャッター側制御装置８０の設置コストを
低減することが可能となる。また、上記「基準状態」が全閉状態であるので、ＳＣ６にて
シャッターカーテン３０の状態が全閉状態であると判定された場合に、ＳＣ５にて特定さ
れた作動時間に基づいて、シャッターカーテン３０の状態が全閉状態から所望の非全開閉
状態になるように、シャッターカーテン３０を単に上昇させるだけであるから、上記「基
準状態」が非全開閉状態である場合におけるシャッターカーテン３０の制御に比べて、シ
ャッターカーテン３０の制御を簡易に行うことが可能となる。
【００９５】
　以上のような切替処理により、シャッター側制御装置８０の設定を変えることなく、シ
ャッターカーテン３０の状態を少なくとも３つ以上の状態に切り替えることができるので
、従来技術に比べて、ユーザのニーズに応じたシャッターの制御を簡易に行うことが可能
となる。
【００９６】
（効果）
　このように実施の形態によれば、シャッター側制御装置８０が、通信部８２にて受信さ
れた制御信号に含まれる状態情報に基づいて、シャッターカーテン３０の状態を、少なく
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とも３つ以上の状態のうち、中央制御装置１００の状態情報テーブル１０４ａに格納され
た少なくとも３つ以上の状態情報の中から所定方法により指定された状態情報に対応する
状態に切り替えるように、シャッターカーテン３０の制御を行うので、シャッター側制御
装置８０の設定を変えることなく、シャッターカーテン３０の状態を少なくとも３つ以上
の状態に切り替えることができるので、従来技術に比べて、ユーザのニーズに応じたシャ
ッターの制御を簡易に行うことが可能となる。
【００９７】
　また、シャッター側制御装置８０が、通信部８２にて制御信号が受信された場合におい
て、第１判定部８４ｂによってシャッターカーテン３０の状態が全閉状態でないと判定さ
れた場合には、当該シャッターカーテン３０の状態が当該全閉状態であると判定されるま
で、当該シャッターカーテン３０の状態が当該全閉状態となるように、当該シャッターカ
ーテン３０の制御を行い、当該シャッターカーテン３０の状態が当該全閉状態であると判
定されると、作動時間特定部８４ａにて特定された作動時間に基づいて、当該シャッター
カーテン３０の状態が当該全閉状態から非全開閉状態になるように、当該シャッターカー
テン３０の制御を行い、通信部８２にて制御信号が受信された場合において、第１判定部
８４ｂによってシャッターカーテン３０の状態が全閉状態であると判定された場合には、
作動時間特定部８４ａにて特定された作動時間に基づいて、当該シャッターカーテン３０
の状態が当該全閉状態から非全開閉状態になるように、当該シャッターカーテン３０の制
御を行うので、シャッターカーテン３０の状態を検知するための特殊なセンサの検知結果
に基づいて、シャッターカーテン３０の状態を非全開閉状態に切り替える場合に比べて、
当該特殊なセンサを設けることなく、シャッターカーテン３０の状態を非全開閉状態に切
り替えることができ、シャッター側制御装置８０の設置コストを低減することが可能とな
る。
【００９８】
　また、基準状態が全閉状態であるので、第１判定部８４ｂによってシャッターカーテン
３０の状態が全閉状態であると判定された場合に、作動時間特定部８４ａにて特定された
作動時間に基づいて、シャッターカーテン３０の状態が全閉状態から所望の非全開閉状態
になるように、シャッターカーテン３０を単に上昇させるだけであることから、上記「基
準状態」が非全開閉状態である場合におけるシャッターカーテン３０の制御に比べて、シ
ャッターカーテン３０の制御を簡易に行うことが可能となる。
【００９９】
　また、シャッター側制御装置８０の作動時間特定部８４ａが、設定部８４ｄにて設定さ
れた第１種類情報と、通信部８２にて受信された制御信号に含まれる状態情報とに基づい
て、作動時間を特定するので、シャッターカーテン３０の種類が複数ある場合でも、制御
対象としたいシャッターカーテン３０の種類に応じた作動時間を特定でき、当該シャッタ
ーカーテン３０の種類に応じたシャッター１の制御を正確に行うことが可能となる。
【０１００】
　また、シャッター側制御装置８０が、第２判定部８４ｃによって制御信号に含まれる状
態情報が第１種類情報に対応する情報であると判定された場合には、当該制御信号に基づ
いてシャッターカーテン３０の制御を行い、第２判定部８４ｃによって制御信号に含まれ
る状態情報が第１種類情報に対応する情報でないと判定された場合には、当該制御信号に
基づいてシャッターカーテン３０の制御を行わないので、シャッターカーテン３０の種類
が複数ある場合でも、制御対象としたいシャッターカーテン３０の種類に応じた制御信号
のみに基づいてシャッターカーテン３０の制御を行うことができる。よって、例えば、シ
ャッター側制御装置８０の設定と対応していない装置から、制御対象としないシャッター
カーテン３０の種類に対応する制御信号が受信された場合でも、当該制御信号に基づいて
シャッターカーテン３０の制御を行うことができないので、シャッターカーテン３０の誤
操作を防止することが可能となる。
【０１０１】
　また、シャッター側制御装置８０の通信部８２が、操作部８１を介して第１種類情報の
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設定指示が受け付けられた場合に、当該第１種類情報を含む報知信号を中央制御装置１０
０に送信するので、中央制御装置１００に対してシャッター側制御装置８０で設定された
第１種類情報を送信できる。よって、例えば、中央制御装置１００又は当該中央制御装置
１００に通信可能に接続された端末装置１１０において、制御対象としたいシャッターカ
ーテン３０の種類に応じた制御を行うことが可能となる。
【０１０２】
　また、端末装置１１０が、設定部１１５ａにて設定された第２制御情報に基づいて、出
力部１１３の出力制御を行うので、シャッターカーテン３０の種類が複数ある場合でも、
制御対象としたいシャッターカーテン３０の種類に応じた端末装置１１０の出力部１１３
の出力制御を行うことができ、例えば、端末装置１１０の操作時において、制御対象とし
たいシャッターカーテン３０の種類に応じた情報のみを出力部１１３に表示させることで
、端末装置１１０の操作性を向上させることが可能となる。
【０１０３】
〔III〕実施の形態に対する変形例
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明の具体的な構成及び手段は、特
許請求の範囲に記載した各発明の技術的思想の範囲内において、任意に改変及び改良する
ことができる。以下、このような変形例について説明する。
【０１０４】
（解決しようとする課題や発明の効果について）
　まず、発明が解決しようとする課題や発明の効果は、前記した内容に限定されるもので
はなく、本発明によって、前記に記載されていない課題を解決したり、前記に記載されて
いない効果を奏することもでき、また、記載されている課題の一部のみを解決したり、記
載されている効果の一部のみを奏することがある。例えば、本発明に係るシャッター側制
御装置８０によって切替可能なシャッターカーテン３０の状態の個数が従来と同程度であ
っても、従来と異なる構造により従来と同程度の上記切替可能なシャッターカーテン３０
の状態の個数である場合には、本願の課題は解決している。
【０１０５】
（分散や統合について）
　また、上述した各電気的構成要素は機能概念的なものであり、必ずしも物理的に図示の
如く構成されていることを要しない。すなわち、各部の分散や統合の具体的形態は図示の
ものに限られず、その全部または一部を、各種の負荷や使用状況などに応じて、任意の単
位で機能的または物理的に分散又は統合して構成できる。例えば、シャッター側制御装置
８０を、相互に通信可能に構成された複数の装置に分散して構成し、これら複数の装置の
一部に作動時間特定部８４ａを設けると共に、これら複数の装置の他の一部に設定部８４
ｄを設けてもよい。
【０１０６】
（形状、数値、構造、時系列について）
　実施の形態や図面において例示した構成要素に関して、形状、数値、又は複数の構成要
素の構造若しくは時系列の相互関係については、本発明の技術的思想の範囲内において、
任意に改変及び改良することができる。
【０１０７】
（作動時間について）
　上記実施の形態では、シャッターカーテン３０の作動時間は、シャッターカーテン３０
の状態が全閉状態から所望の非全開閉状態に切り替えられるまでに要する時間であると説
明したが、これに限られず、例えば、シャッターカーテン３０の状態が全閉状態以外の状
態（例えば、所望でない非全開閉状態、全開状態等）から所望の非全開閉状態に切り替え
られるまでに要する時間であってもよい。この場合において、切替処理においては、シャ
ッター側制御装置８０の制御部８４は、シャッターカーテン３０の状態が上記全閉状態以
外の状態となるように、シャッターカーテン３０を上昇又は降下させた後、シャッターカ
ーテン３０の状態が所望の非全開閉状態となるように、上記作動時間に基づいて、シャッ
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ターカーテン３０を上昇又は降下させる。
【０１０８】
（端末装置について）
　上記実施の形態では、端末装置１１０は、ＨＥＭＳの通信規格に対応した公知のモニタ
ー装置であると説明したが、これに限られず、例えば、公知の通信ネットワークを介して
中央制御装置１００との間で通信可能な装置（例えばスマートフォン、パソコン、テレビ
等）であってもよい。
【０１０９】
（中継装置について）
　上記実施の形態では、管理システム７０には、中継装置９０が設けられていると説明し
たが、これに限られない。例えば、シャッター側制御装置８０の通信部８２が、中央制御
装置１００と直接的に通信可能な通信手段にて構成されている場合には、中継装置９０を
省略し、シャッター側制御装置８０と中央制御装置１００とが第６ケーブル８を介して直
接的に接続されてもよい。
【０１１０】
（第１検知部及び第２検知部について）
　上記実施の形態では、第１検知部５０及び第２検知部５１は、ロータリーエンコーダー
であると説明したが、これに限られない。例えば、シャッターカーテン３０の下端部の位
置が下限位置に達しているか否かを検出できるもの（具体的には、カウンター式のリミッ
トスイッチ、ローラレバー式のリミットスイッチ、光電センサ、音波センサ等）であって
もよい。
【０１１１】
（設定処理について）
　上記実施の形態では、設定処理が行われると説明したが、これに限らない。例えば、切
替処理において、特定の種類のシャッターカーテン３０の状態のみを切り替える制御（例
えば、スクリーン式のシャッターカーテン３０の状態のみを切り替える制御等）を行う場
合には、設定処理を省略してもよい。この場合には、切替処理のＳＣ２の処理も省略する
ことができる。また、端末装置１１０の第２制御情報テーブル１１６ｂも省略することが
できる。
【０１１２】
　また、上記実施の形態では、１台の中央制御装置１００に対して、シャッター１、シャ
ッター側制御装置８０、及び中継装置９０からなる組が１つ設けられていることから、１
つのシャッター１に対する設定処理が行われると説明したが、これに限られない。例えば
、１台の中央制御装置１００に対して、シャッター１、シャッター側制御装置８０、及び
中継装置９０からなる組が複数設けられた場合には、複数のシャッター１に対する設定処
理がそれぞれ行われる。この場合に、切替処理において、端末装置１１０から指定信号を
送信する方法については、例えば、設定処理にて設定された複数のシャッター１の各々の
第２種類情報に対応する複数の指定情報のみを、端末装置１１０の出力部１１３に表示さ
せる。そして、この端末装置１１０の出力部１１３に表示された複数の指定情報の中から
、端末装置１１０の操作部１１１を介して１つの指定情報を指定し、当該指定した指定情
報に対応する識別情報を指定情報テーブル１１６ａから抽出し、当該抽出した識別情報を
含む指定信号を送信してもよい。
【０１１３】
（切替処理について）
　上記実施の形態では、ＳＢ２の処理において、中央制御装置１００の制御部１０３は、
ＳＢ１にて受信された指定信号に含まれる識別情報に基づいて、切替対象候補となる状態
情報を特定すると説明したが、これに限られない。例えば、建物に設置された温度センサ
、照度センサ等の公知のセンサの検知結果に基づいて、切替対象候補となる状態情報を特
定してもよい。具体的には、中央制御装置１００の状態情報テーブル１０４ａが、項目「
指定ＩＤ」、項目「温度」、及び項目「シャッターカーテンの状態」と、各項目に対応す



(27) JP 2017-14796 A 2017.1.19

10

20

30

40

50

る情報とを、相互に関連付けて構成されており、この項目「温度」に対応する情報が建物
内の温度を特定する情報である場合には、中央制御装置１００の制御部１０３は、温度セ
ンサから所定時間毎に取得した検知結果に対応する状態情報を状態情報テーブル１０４ａ
の状態情報の中から抽出し、当該抽出した状態情報を切替対象候補となる状態情報として
特定してもよい。これにより、中央制御装置１００によってシャッターカーテン３０の状
態を自動的に切り替えることが可能となる。
【０１１４】
　また、ＳＣ５の処理において、シャッター側制御装置８０の作動時間特定部８４ａは、
シャッター側制御装置８０の第１制御情報テーブル８５ａに格納された作動時間情報の中
から、ＳＣ１にて受信された制御信号に含まれている状態情報のうちのカーテン開度情報
、スラット傾斜角情報、及びスリット開度情報と合致する作動時間情報を抽出し、当該抽
出した作動時間情報を作動時間として特定すると説明したが、これに限られない。例えば
、シャッター側制御装置８０の第１制御情報テーブル８５ａに格納されている作動時間情
報に代えて作動時間の算定式を特定する算定式情報が格納されている場合には、ＳＣ１に
て受信された制御信号に含まれている状態情報のうちのカーテン開度情報、スラット傾斜
角情報、及びスリット開度情報と合致する算定式情報を抽出し、当該抽出した算定式情報
及び当該状態情報に基づいて作動時間を算定し、算定した値を作動時間として特定しても
よい。ここで、算定式情報の設定については任意であるが、シャッターカーテン３０の種
類に応じて異なる算定式を特定する算定式情報が設定されてもよい。例えば、スクリーン
式のシャッターカーテン３０に関する算定式情報については、作動時間Ｔ（ｓｅｃ）＝Ｓ
Ｃ１にて受信された制御信号に含まれるカーテン開度情報のカーテン開度Ａ（％）×カー
テン開度１％あたりの作動時間α（ｓｅｃ／％）が設定されている。また、ブラインド式
のシャッターカーテン３０に関する算定式情報については、作動時間Ｔ（ｓｅｃ）＝ＳＣ
１にて受信された制御信号に含まれるカーテン開度情報のカーテン開度Ａ（％）×カーテ
ン開度１％あたりの作動時間α（ｓｅｃ／％）＋ＳＣ１にて受信された制御信号に含まれ
るスラット傾斜角情報のスラット傾斜角Ｂ（度）×スラット傾斜角１度あたりの作動時間
β（ｓｅｃ／度）が設定されている。また、スリット式のシャッターカーテン３０に関す
る算定式情報については、作動時間Ｔ（ｓｅｃ）＝ＳＣ１にて受信された制御信号に含ま
れるカーテン開度情報のカーテン開度Ａ（％）×カーテン開度１％あたりの作動時間α（
ｓｅｃ／％）＋ＳＣ１にて受信された制御信号に含まれるスリット開度情報のスリット開
度Ｃ（％）×スリット開度１％あたりの作動時間γ（ｓｅｃ／％）が設定されている。こ
のような処理により、シャッター側制御装置８０の第１制御情報テーブル８５ａに作動時
間情報を格納する場合に比べて、作動時間情報を算定する手間を省くことが可能となる。
【０１１５】
　また、シャッターカーテン３０の状態を全開状態に切り替える場合には、ＳＣ４の処理
において、シャッター側制御装置８０の制御部８４は、第２検知部５１にてシャッターカ
ーテン３０の下端部の位置が上限位置に達したと検出されることにより、第２検知部５１
から検知信号が受信されるまで、シャッターカーテン３０を上昇させる制御を行うと説明
したが、これに限られない。例えば、ＳＣ３、ＳＣ４の処理を省略すると共に、ＳＣ９の
処理において、シャッター側制御装置８０の制御部８４は、シャッターカーテン３０の状
態が全開状態となるように、ＳＣ５にて特定された作動時間に基づいてシャッターカーテ
ン３０を上昇させる制御を行ってもよい。この場合には、第２検知部５１を省略すること
ができる。
【０１１６】
　また、ＳＣ１にて制御信号が受信された場合には、シャッター側制御装置８０の制御部
８４は、シャッターカーテン３０の状態を、この制御信号に含まれる状態情報に対応する
状態に切り替えるように、この制御信号に基づいたシャッターカーテン３０の制御を行う
（すなわち、ＳＣ２からＳＣ９の処理を行う）と説明したが、これに限られない。例えば
、ＳＣ１にて制御信号が受信された後、操作部８１を介してシャッターカーテン３０の巻
上げ指示、シャッターカーテン３０の巻出し指示、又は、シャッターカーテン３０の巻上
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げ若しくは巻出しの停止指示の入力が受け付けられた場合には、シャッター側制御装置８
０の制御部８４は、この制御信号に基づいたシャッターカーテン３０の制御を行うことな
く（又は、当該シャッターカーテン３０の制御を中断して）、上記操作部８１の指示に基
づいたシャッターカーテン３０の制御を行ってもよい（あるいは、上記操作部８１の指示
に基づいたシャッターカーテン３０の制御を行うことなく、上記制御信号に基づいたシャ
ッターカーテン３０の制御のみを行ってもよい）。また、ＳＣ１にて制御信号が受信され
たタイミングと、操作部８１を介してシャッターカーテン３０の巻上げ指示等の入力が受
け付られたタイミングとが同じである場合には、シャッター側制御装置８０の制御部８４
は、この制御信号に基づいたシャッターカーテン３０の制御を行うことなく、上記操作部
８１の指示に基づいたシャッターカーテン３０の制御のみを行ってもよい。
【０１１７】
（付記）
　付記１のシャッター側制御装置は、建物の開口部の開閉を行うためのシャッターカーテ
ンの状態を切り替えるための制御を行うシャッター側制御装置であり、中央制御装置との
間で通信可能に接続されたシャッター側制御装置であって、シャッターカーテンの状態を
特定する状態情報であって、相互に状態が異なる少なくとも３つ以上の状態情報の中から
、切替対象候補となる前記状態情報であって所定方法によりいずれか１つ指定された前記
状態情報を含む制御信号を前記中央制御装置から受信する通信手段を備え、前記通信手段
にて受信された前記制御信号に含まれる前記状態情報に基づいて、前記シャッターカーテ
ンの状態を、前記少なくとも３つ以上の状態のうち前記所定方法により指定された前記状
態情報に対応する状態に切り替えるように、当該シャッターカーテンの制御を行う。
【０１１８】
　付記２のシャッター側制御装置は、付記１に記載のシャッター側制御装置において、前
記少なくとも３つ以上の状態は、前記シャッターカーテンによって前記開口部を全閉した
全閉状態と、前記シャッターカーテンによって当該開口部を全開した全開状態と、前記全
閉状態とも前記全開状態とも異なる非全開閉状態とを含み、前記通信手段にて受信された
前記制御信号に含まれる前記状態情報に基づいて、前記シャッターカーテンの状態が、当
該シャッターカーテンを制御するための基準となる基準状態から所望の前記非全開閉状態
に切り替えられるまでに要する当該シャッターカーテンの作動時間を特定する作動時間特
定手段と、前記シャッターカーテンの状態が前記基準状態であるか否かを判定する第１判
定手段と、を備え、前記通信手段にて前記制御信号が受信された場合において、前記第１
判定手段によって前記シャッターカーテンの状態が前記基準状態でないと判定された場合
には、当該シャッターカーテンの状態が当該基準状態であると判定されるまで、当該シャ
ッターカーテンの状態が当該基準状態となるように、当該シャッターカーテンの制御を行
い、当該シャッターカーテンの状態が当該基準状態であると判定されると、前記作動時間
特定手段にて特定された前記作動時間に基づいて、当該シャッターカーテンの状態が当該
基準状態から前記所望の非全開閉状態になるように、当該シャッターカーテンの制御を行
い、前記通信手段にて前記制御信号が受信された場合において、前記第１判定手段によっ
て前記シャッターカーテンの状態が前記基準状態であると判定された場合には、前記作動
時間特定手段にて特定された前記作動時間に基づいて、当該シャッターカーテンの状態が
当該基準状態から前記所望の非全開閉状態になるように、当該シャッターカーテンの制御
を行う。
【０１１９】
　付記３のシャッター側制御装置は、付記２に記載のシャッター側制御装置において、前
記基準状態は、前記全閉状態である。
【０１２０】
　付記４のシャッター側制御装置は、付記２又は３に記載のシャッター側制御装置におい
て、前記シャッターカーテンの種類を特定する種類情報の設定指示を受け付ける操作手段
と、前記操作手段を介して前記種類情報の設定指示が受け付けられた場合に、当該受け付
けられた前記種類情報を設定する設定手段と、を備え、前記作動時間特定手段は、前記設
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定手段にて設定された前記種類情報と、前記通信手段にて受信された前記制御信号に含ま
れる前記状態情報とに基づいて、前記作動時間を特定する。
【０１２１】
　付記５のシャッター側制御装置は、付記４に記載のシャッター側制御装置において、前
記通信手段にて前記制御信号が受信された場合には、当該制御信号に含まれる前記状態情
報が前記設定手段にて設定された前記種類情報に対応する情報であるか否かを判定する第
２判定手段を備え、前記第２判定手段によって前記制御信号に含まれる前記状態情報が前
記種類情報に対応する情報であると判定された場合には、当該制御信号に基づいて前記シ
ャッターカーテンの制御を行い、前記第２判定手段によって前記制御信号に含まれる前記
状態情報が前記種類情報に対応する情報でないと判定された場合には、当該制御信号に基
づいて前記シャッターカーテンの制御を行わない。
【０１２２】
　付記６のシャッター側制御装置は、付記４又は付記５に記載のシャッター側制御装置に
おいて、前記通信手段は、前記操作手段を介して前記種類情報の設定指示が受け付けられ
た場合に、当該種類情報を含む報知信号を前記中央制御装置に送信する。
【０１２３】
　付記７のシャッターの制御システムは、建物の開口部の開閉を行うためのシャッターカ
ーテンの状態を切り替えるための制御を行う制御システムであって、前記シャッターカー
テンの制御を行うシャッター側制御装置と、前記シャッター側制御装置との間で通信可能
に接続された中央制御装置と、を備え、前記中央制御装置は、前記シャッターカーテンの
状態を特定する状態情報であって、相互に状態が異なる少なくとも３つ以上の状態情報を
格納する状態情報格納手段と、前記状態情報格納手段に格納された前記少なくとも３つ以
上の状態情報の中から、切替対象候補となる前記状態情報が所定方法によりいずれか１つ
指定された場合、当該指定された前記状態情報を含む制御信号を前記シャッター側制御装
置に送信する第１通信手段と、を備え、前記シャッター側制御装置は、前記第１通信手段
から送信された前記制御信号を受信する第２通信手段を備え、前記第２通信手段にて受信
された前記制御信号に含まれる前記状態情報に基づいて、前記シャッターカーテンの状態
を、前記少なくとも３つ以上の状態のうち前記所定方法により指定された前記状態情報に
対応する状態に切り替えるように、当該シャッターカーテンの制御を行う。
【０１２４】
　付記８のシャッターの制御システムは、付記７に記載のシャッターの制御システムにお
いて、前記中央制御装置との間で通信可能に接続された端末装置と、を備え、前記シャッ
ター側制御装置の前記第２通信手段は、前記シャッターカーテンの種類を特定する第１種
類情報の設定指示が操作手段を介して受け付けられた場合に、当該第１種類情報を含む報
知信号を前記中央制御装置に送信し、前記端末装置は、前記中央制御装置から送信された
前記報知信号を受信する第３通信手段と、前記第３通信手段にて前記報知信号が受信され
た場合に、当該報知信号に含まれる前記第１種類情報に応じた当該端末装置の出力手段に
関する出力制御を行うための第２種類情報を設定する設定手段と、を備え、前記設定手段
にて設定された前記第２種類情報に基づいて、前記出力手段の出力制御を行う。
【０１２５】
（付記の効果）
　付記１に記載のシャッター側制御装置、及び付記７に記載のシャッターの制御システム
よれば、通信手段にて受信された制御信号に含まれる状態情報に基づいて、シャッターカ
ーテンの状態を、少なくとも３つ以上の状態のうち、中央制御装置の状態情報格納手段に
格納された少なくとも３つ以上の状態情報の中から所定方法により指定された状態情報に
対応する状態に切り替えるように、シャッターカーテンの制御を行うので、シャッター側
制御装置の設定を変えることなく、シャッターカーテンの状態を少なくとも３つ以上の状
態に切り替えることができるので、従来技術に比べて、ユーザのニーズに応じたシャッタ
ーの制御を簡易に行うことが可能となる。
【０１２６】
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　付記２に記載のシャッター側制御装置によれば、通信手段にて制御信号が受信された場
合において、第１判定手段によってシャッターカーテンの状態が基準状態でないと判定さ
れた場合には、当該シャッターカーテンの状態が当該基準状態であると判定されるまで、
当該シャッターカーテンの状態が当該基準状態となるように、当該シャッターカーテンの
制御を行い、当該シャッターカーテンの状態が当該基準状態であると判定されると、作動
時間特定手段にて特定された作動時間に基づいて、当該シャッターカーテンの状態が当該
基準状態から所望の非全開閉状態になるように、当該シャッターカーテンの制御を行い、
通信手段にて制御信号が受信された場合において、第１判定手段によってシャッターカー
テンの状態が基準状態であると判定された場合には、作動時間特定手段にて特定された作
動時間に基づいて、当該シャッターカーテンの状態が当該基準状態から所望の非全開閉状
態になるように、当該シャッターカーテンの制御を行うので、シャッターカーテンの状態
を検知するための特殊なセンサの検知結果に基づいて、シャッターカーテンの状態を所望
の非全開閉状態に切り替える場合に比べて、当該特殊なセンサを設けることなく、シャッ
ターカーテンの状態を所望の非全開閉状態に切り替えることができ、シャッター側制御装
置の設置コストを低減することが可能となる。
【０１２７】
　付記３に記載のシャッター側制御装置によれば、基準状態が全閉状態であるので、第１
判定手段によってシャッターカーテンの状態が全閉状態であると判定された場合に、作動
時間特定手段にて特定された作動時間に基づいて、シャッターカーテンの状態が全閉状態
から所望の非全開閉状態になるように、シャッターカーテンを単に開放方向に向けて移動
させるだけであることから、基準状態が非全開閉状態である場合におけるシャッターカー
テンの制御に比べて、シャッターカーテンの制御を簡易に行うことが可能となる。
【０１２８】
　付記４に記載のシャッター側制御装置によれば、作動時間特定手段が、設定手段にて設
定された種類情報と、通信手段にて受信された制御信号に含まれる状態情報とに基づいて
、作動時間を特定するので、シャッターカーテンの種類が複数ある場合でも、制御対象と
したいシャッターカーテンの種類に応じた作動時間を特定でき、当該シャッターカーテン
の種類に応じたシャッターの制御を正確に行うことが可能となる。
【０１２９】
　付記５に記載のシャッター側制御装置によれば、第２判定手段によって制御信号に含ま
れる状態情報が種類情報に対応する情報であると判定された場合には、当該制御信号に基
づいてシャッターカーテンの制御を行い、第２判定手段によって制御信号に含まれる状態
情報が種類情報に対応する情報でないと判定された場合には、当該制御信号に基づいてシ
ャッターカーテンの制御を行わないので、シャッターカーテンの種類が複数ある場合でも
、制御対象としたいシャッターカーテンの種類に応じた制御信号のみに基づいてシャッタ
ーカーテンの制御を行うことができる。よって、例えば、シャッター側制御装置の設定と
対応していない装置から、制御対象としないシャッターカーテンの種類に対応する制御信
号が受信された場合でも、当該制御信号に基づいてシャッターカーテンの制御を行うこと
ができないので、シャッターカーテンの誤操作を防止することが可能となる。
【０１３０】
　付記６に記載のシャッター側制御装置によれば、通信手段は、操作手段を介して種類情
報の設定指示が受け付けられた場合に、当該種類情報を含む報知信号を中央制御装置に送
信するので、中央制御装置に対してシャッター側制御装置で設定された種類情報を送信で
きる。よって、例えば、中央制御装置又は当該中央制御装置に通信可能に接続された端末
装置において、制御対象としたいシャッターカーテンの種類に応じた制御を行うことが可
能となる。
【０１３１】
　付記８に記載のシャッターの制御システムによれば、端末装置は、設定手段にて設定さ
れた第２種類情報に基づいて、出力手段の出力制御を行うので、シャッターカーテンの種
類が複数ある場合でも、制御対象としたいシャッターカーテンの種類に応じた端末装置の
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出力手段の出力制御を行うことができ、例えば、端末装置の操作時において、制御対象と
したいシャッターカーテンの種類に応じた情報のみを出力手段に表示させることで、端末
装置の操作性を向上させることが可能となる。
【符号の説明】
【０１３２】
　１　シャッター
　２　開口部
　３　第１ケーブル
　４　第２ケーブル
　５　第３ケーブル
　６　第４ケーブル
　７　第５ケーブル
　８　第６ケーブル
　９　第７ケーブル
　１０　枠体
　１１　左縦枠
　１２　右縦枠
　１３　下枠
　２０　シャッター収納部
　３０　シャッターカーテン
　３１　座板
　３２　スラット
　３３　スリット
　４０　開閉機
　５０　第１検知部
　５１　第２検知部
　６０　電源装置
　７０　管理システム
　８０　シャッター側制御装置
　８１　操作部
　８１ａ　上昇ボタン
　８１ｂ　下降ボタン
　８１ｃ　停止ボタン
　８２　通信部
　８３　出力部
　８４　制御部
　８４ａ　作動時間特定部
　８４ｂ　第１判定部
　８４ｃ　第２判定部
　８４ｄ　設定部
　８５　データ記録部
　８５ａ　第１制御情報テーブル
　９０　中継装置
　１００　中央制御装置
　１０１　通信部
　１０２　電源部
　１０３　制御部
　１０４　データ記録部
　１０４ａ　状態情報テーブル
　１１０　端末装置
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　１１１　操作部
　１１２　通信部
　１１３　出力部
　１１４　電源部
　１１５　制御部
　１１５ａ　設定部
　１１６　データ記録部
　１１６ａ　指定情報テーブル
　１１６ｂ　第２制御情報テーブル
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